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li 

じ

め

事
問
上
の
論
争
は
、
個
人
と
個
人
、
あ
る
い
は
事
涯
と
事
涯
と
の
聞
の
論
争
と
い
う
の
が
本
来
の
あ
り
か
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

時
と
し
て
そ
れ
が
あ
た
か
も
固
と
圏
、
民
族
と
民
族
と
の
聞
の
論
争
と
い
う
よ
う
な
色
彩
を
帯
び
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
近
代
日
中
関



係
史
研
究
に
お
い
て
は
、

「
田
中
上
奏
文
」

(
中
園
で
は
、 そ
う
し
た
ケ
l
ス
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
日
本
で
は
儒
文
書
読
、

(
1〉

「
田
中
奏
摺
」
)
の
員
儒
を
め
ぐ
る
論
争
な
ど
は
そ
の
代
表
的
例
で
あ
ろ
う
。
私
も
そ
の
賞
事
者
の
一
人
で
あ
る

七
年
前
、

中
園
で
は
本
物
読
が
そ
れ
ぞ
れ
有
力
で
あ
る

直
溝
橋
事
件
研
究
広
お
い
て
も
似
た
よ
う
な
日
中
聞
の
論
争
が
見
ら
れ
る
。
私
は
、

「
直
溝
橋
事
件
に
つ
い
て
の
一
考
察
|
|
「
兵

一
名
行
方
不
明
」
問
題
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」

(
本
誌
、
第
四
十
八
巻
第
二
鋭
、

一
九
八
九
年
九
月
〉
を
護
表
し
、
直
溝
橋
事
件
に
お
け
る

「
兵
一
名

行
方
不
明
」
問
題
の
究
明
と
と
も
に
、

「
回
想
録
」
の
取
り
扱
い
や
史
料
の
護
掘
の
問
題
な
ど
研
究
方
法
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
問
題
を
提
起

し
て
お

い
た
。

さ
ら
に
私
は

一
九
九
三
年
に
『
鹿
溝
橋
事
件
』

(
研
文
出
版
)
を
上
梓
し
た
が
、

」
れ
は

日
中
開
で
直
溝
橋
事
件
に
つ
い

て
の
見
方
に
相
違
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
論
駐
を
整
理
し
て
、
車
溝
橋
事
件
研
究
に
闘
す
る
日
中
聞
の
事
術
交
流
の
基
礎
を
構
築
し
よ
う
と

い
う
狙
い
を
こ
め
て
書
い
た
も
の
だ
っ
た
。
以
来
三
年
、
私
は
麗
溝
橋
事
件
に
関
し
て
、
日
本
の
日
本
史
研
究
者
の
犬
舎
や
中
園
の
抗
日
戦
争

園
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
研
究
誌
な
ど
の
場
を
逼
じ
て
、
自
設
を
開
陳
し
、
ま
た
拙
著
へ
の
批
剣
に
答
え
た
り
し
て
き
た
。
こ
の
問
、
直
溝
橋
事

(
2〉

(
3〉

日
本
人
研
究
者
の
聞
で
も
論
争
が
あ
り
、
ま
た
い
く
ら
か
新
し
い
史
料
も
護
掘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
中
園
で
は
、
虚
溝

件
に
つ
い
て
は
、
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橋
事
件
H

「
日
本
軍
計
董
(
謀
略
〉
」
設
が
一
貫
し
て
主
流
と
し
て
あ
り
、
こ
の
事
件
を
日
本
の
中
園
侵
略
史
上
の
「
計
董
」
的
事
件
と
す
る
認

識
は
不
動
の
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
観
貼
か
ら
す
る
と
、

〈

4
)

か
と
い
う
日
本
の
多
く
の
研
究
者
の
設
問
の
あ
り
か
た
そ
の
も
の
が
、
日
本
の
侵
略
を
揖
護
し
て
い
る
も
の
と
し
て
映
る
よ
う
だ
。
こ
の
問
題

を
め
ぐ
る
論
争
の
構
園
は
依
然
出
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
小
稿
で
は
今
日
の
時
黙
に
立
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
畳
溝
橋
事
件
研
究
の
現
朕
と
問
題
貼

「
偶
護
」
的
小
事
件
が
な
ぜ
あ
の
よ
う
な
大
戦
争
へ
と
援
大
し
て
い
っ
た
の

を
整
理
し
な
お
し
、

そ
の
上
で
、
中
園
の
俸
統
的
見
方
で
あ
る
「
日
本
軍
計
重
」
読
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
日
本
の
慮
溝
橋
事
件
研
究
に
劃
し

て
も
っ
と
も
巌
し
い
批
判
を
績
け
て
い
る
山
西
師
範
大
事
の
曲
家
源
氏
の
著
論
を
取
り
上
げ
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
、
あ
わ
せ
て
蓋
湾
の

陳
在
俊
氏
が
最
近
表
明
し
た
事
買
上
の
「
偶
震
」
読
と
も
い
え
る
興
味
深
い
見
解
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
み
た
い
。
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宜
溝
橋
事
件
の
範
園
と
問
題
群

直
溝
橋
事
件
に
闘
す
る
論
黙
を
整
理
す
る
前
提
と
し
て
、
盛
溝
橋
事
件
の
範
圏
と
各
問
題
貼
の
位
置
づ
け
を
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
直
溝

橋
事
件
の
範
圏
に
つ
い
て
は
、
衣
の
二
通
り
の
考
え
方
が
あ
る
。

第
一
は

一
九
三
七
年
七
月
七
日
夜
、

演
習
中
の

日
本
軍
に
射
す
る
「
護
砲
」
事
件
(
こ
の
事
件
の
有
無
を
め
ぐ
っ
て
も
論
争
が
あ
る
)
と
「
兵

一
名
行
方
不
明
(
不
足
)
」
と
い
う
事
件
の
「
護
端
」

か
ら
、

翌
八
日
午
前
五
時
三

O
分
の
日
本
軍
に
よ
る
中
園
軍
に
射
す
る
戦
闘
開
始
ま
で

(
狭
義
の
虚
溝
橋
事
件
)
。
第
二
は
、
七
月
七
日
夜
の
事
件
の
「
護
端
」
か
ら
、
七
月
二
五
日
の
郎
坊
事
件
、
翌
二
六
日
の
康
安
門
事
件
を
経
て
、

二
八
日
の
日
本
軍
に
よ
る
卒
津
(
北
卒
・
天
津
)
地
域
一
帯
へ
の
一
斉
攻
撃
ま
で
〈
庚
義
の
虚
溝
橋
事
件
)
。
本
稿
が
検
討
の
封
象
と
す
る
の
は
、

、

主
と
し
て
狭
義
の
麗
溝
橋
事
件
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
後
者
に
つ
い
て
も
多
く
の
論
争
黙
が
あ
る
が
、

「
偶
設
」
設
と
「
計
董
」
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読
の
封
立
は
、
主
と
し
て
前
者
、
す
な
わ
ち
狭
義
の
慮
溝
橋
事
件
の
理
解
の
仕
方
に
闘
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

次
に
こ
の
直
溝
橋
事
件
に
つ
い
て
、
全
般
的
に
ど
の
よ
う
な
論
争
黙
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
こ
の
貼
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
整
理
を
し
て
お

こ内ノ。

1 

直
溝
橋
事
件
の
位
置
を
め
ぐ
っ
て

慮
溝
橋
事
件
は
日
中
戦
争
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
を
し
め
る
の
か
。
こ
れ
に
は
、

日
中
戦
争
を
一
五
年
戦
字
と
と
ら
え
る
の
か
、

そ
れ

と
も
八
年
戦
争
と
し
て
考
え
る
の
か
に
よ
っ
て
遣
い
が
出
て
く
る
。

前
者
の
場
合
(
私
も
こ
の
立
場
に
立
つ
〉

直
溝
橋
事
件
は
局
地
戦
争
か
ら

全
面
戦
争
へ
の
轄
換
貼
と
な
り
、
後
者
の
場
合
は
、

日
中
戦
争
の
震
端
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
蒔
換
貼
あ
る
い
は
全
面
抗
戦
の
起
黙
と
い
う
貼
で
は
、

八
月
一
一
一
一
日
の
第
二
衣
上
海
事
獲
の
勃
震
を
奉
げ
る
人
も
い
る
。



2 

虚
溝
橋
事
件
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て

日
中
戦
争
の
性
質
と
い
い
か
え
て
も
よ
い
が
、
日
本
の
侵
略
戦
争
な
の
か
、
そ
れ
と
も
自
衛
戦
争
な
の
か
と
い
ろ
問
題
で
あ
る
。

私
は
日
本
に
よ
る
中
園
侵
略
戦
争
と
い
う
認
識
に
立
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
貼
に
闘
し
て
は
日
本
圏
内
に
お
い
て
い
ま
だ
に
意
見
の
劃
立
が

(

5

)

 

あ
る
。
拙
著
『
虚
溝
橋
事
件
』
を
め
ぐ
る
岡
野
篤
夫
氏
と
の
「
論
争
」
は
、
ま
さ
に
こ
の
黙
に
闘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、

3 

「
偶
護
」
的
事
件
か
「
計
霊
(
謀
略
〉
」
的
事
件
か
を
め
ぐ
っ
て

の
見
方
が
あ
る
。

「
偶
護
」
読
に
は
、
中
園
側
が
「
偶
護
」
的
に
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
も
の
と
、
日
本
側
が
「
偶
護
」
的
に
引
き
起
こ
し
た
も
の
と
二
通
り

「
計
重
」
設
に
も
、
中
園
側
(
た
と
え
ば
中
園
共
産
黛
〉
が
「
計
董
」
的
に
起
し
た
と
い
う
も
の
と
、
-
こ
れ
と
は
反
封
に
日
本
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側
が
「
計
重
」
的
に
起
し
た
と
い
う
も
の
と
こ
通
り
あ
る
。
今
日
の
直
溝
橋
事
件
に
闘
す
る
論
争
の
焦
黙
と
な
っ
て
い
る
問
題
で
あ
る
。

4 

個
別
問
題
を
め
ぐ
っ
て

こ
れ
は
、
論
黙
3
と
密
接
に
連
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
七
月
七
日
夜
の
「
第
一
護
」
の
有
無
、
射
っ
た
の
は
だ
れ
か
、
志
村

菊
衣
郎
二
等
兵
の
「
行
方
不
明
」
の
理
由
、
士
山
村
野
隊
を
豊
蓋
の
大
隊
本
部
へ
俸
え
た
停
令
は
だ
れ
か
、
牟
田
口
一
廉
也
第
一
聯
陵
長
と
↓
木
清

(
6〉

直
第
三
大
除
長
が
豊
蓋
駐
屯
隊
の
出
動
を
命
じ
た
主
た
る
理
由
は
「
護
砲
」
の
た
め
か
そ
れ
と
も
「
丘
二
名
行
方
不
明
」
の
方
だ
っ
た
の
か
、

牟
田
口
や
一
木
が
「
兵
一
名
行
方
不
明
」
問
題
が
解
消
し
た
後
も
な
お
部
陵
を
撤
牧
さ
せ
な
か
っ
た
理
由
は
な
に
か
、
八
日
午
前
三
時
二
五
分

の
い
わ
ゆ
る
「
護
砲
」
は
一
睡
だ
れ
を
狙
ア
た
も
の
か
、
牟
田
口
が
四
時
二

O
分
、
一
木
に
「
戦
闘
開
始
」
命
令
を
下
し
た
根
擦
は
な
に
か
、

そ
も
そ
も
「
第
一
護
」
と
は
七
月
七
日
夜
の
「
護
砲
」
の
こ
と
と
考
え
る
べ
き
か
そ
れ
と
も
八
日
朝
五
時
三

O
分
の
「
戦
闘
開
始
」
と
考
え
る

さ
ら
に
は
第
二
次
豊
蓋
事
件
(
一
九
三
六
年
九
月
〉
を
ど
う
見
る
か
な
ど
で
あ
る
。
次
に
念
の
た
め
私
の
車
溝
橋
事
件
磁
の
基
本
黙
を

761 

ベ
会
」
か
、
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要
約
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

(

1

)

日
中
戦
争
は
日
本
の
侵
略
戦
争
で
あ
る
。

(

2

)

日
本
軍
に
は
虚
溝
橋
事
件
前
に
「
華
北
武
力
占
領
計
董
」
な
ど
、
華
北
を
武
力
で
占
領
す
る
構
想
が
あ
っ
た
。

(
3
〉
庫
溝
橋
事
件
の
「
護
端
」
は
「
偶
護
」
的
な
も
の
で
、
「
日
本
軍
計
重
」
設
は
正
確
で
は
な
い
。

(

4

)

虚
溝
橋
事
件
が
全
面
戦
争
へ
と
旗
大
し
た
責
任
は
、
日
本
側
に
あ
る
。

本
稿
で
は
、
主
と
し
て
論
貼
3
の
「
偶
護
」
的
か
「
計
室
且
」
的
か
、

し
た
が
っ
て
基
本
的
観
貼
の
(

3

)

に
闘
す
る
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
、

(
7〉

2
に
つ
い
て
は
、
拙
著
を
ご
参
照
い
た

こ
れ
と
の
関
連
に
お
い
て
論
黙
4
の
個
別
問
題
に
つ
い
て
鯛
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
論
貼
1
、

2
-
b崎町二

、。

手
j
a
v
c
J
I
I
V

こ
こ
で
、

「
計
董
」
的
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。

」
れ
は

無
用
な
論
争
を
さ
け
る
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で
あ
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「
計
重
」
読
と
は

る
。
虚
溝
橋
事
件
が
「
計
重
」
的
か
「
偶
護
」
的
か
と
い
う
場
合
の
「
計
垂
直
」
的
と
は
、

一
九
三
七
年
七
月
七
日
夜
、

な
ん
ら
か
の
目
的
〈
北

卒
あ
る
い
は
中
圏
全
土
の
武
力
占
領
、
あ
る
い
は
日
本
軍
と
中
園
軍
を
相
戟
わ
せ
る
な
ど
の
目
的
〉
を
以
て

「
第
一

震
」
を
射
っ
た
り
あ
る
い
は

「兵

名
行
方
不
明
」
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
支
那
駐
屯
軍
司
令
部
「
昭
和
十
一
年
度
北
支
那
占
領
地
統
治
計

重
書
」

(
一
九
三
六
年
九
月
一
五
日
〉
な
ど
の
文
書
は
、

ま
さ
に
華
北
を
武
カ
占
領
し
よ
う
と
い
う
計
董
で
は
あ
っ
た
が
、

書
」
の
存
在
を
以
て
日
本
軍
「
計
董
」
読
の
直
接
的
根
擦
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

あ
く
ま
で
も
、 し
か
し
こ
の
「
計
萱

七
月
七
日
に
、

「
第
一
護
」
・
「
丘
二
名
行
方
不
明
」
の
事
件
を
起
こ
す
よ
う
な
具
瞳
的
、
直
接
的
な
「
計
童
書
」
や

「
謀
議
」
の
有
無
が
問
題
で
あ
る
、
と
い

う
観
貼
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
一
一
一
一
年
九
月
一
八
日
夜
の
柳
傑
湖
事
件
の

「
謀
略
」
と
比
較
し
て
み
れ
ば
明
白
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
石
原

莞
爾
、
板
垣
征
四
郎
ら
が
事
前
に
武
力
占
領
計
童
を
策
定
し
て
い
た
こ
と
だ
け
を
以
て
事
件
の
「
謀
略
」
性
を
い
う
の
で
は
な
く
、

具
瞳
的



に
、
九
月
一
六
日
、
奉
天
特
務
機
関
で
、

石
原
、
板
垣
ら
と
寅
行
部
像
の
川
島
正
大
尉
ら
が
曾
合
し
て
「
謀
議
」
を
行
い
、
翌
一
七
日
に
、

八
日
の
「
計
董
」
決
行
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
決
定
に
従
っ
て
一
八
日
夜
、
河
本
末
守
中
尉
以
下
に
よ
っ
て
、
精
錬
線
上
り
線
路

の
「
爆
破
」
が
寅
行
さ
れ
、
こ
れ
を
合
固
に
か
ね
て
か
ら
の
打
ち
合
わ
せ
に
従
っ
て
、
東
北
軍
駐
屯
地
の
北
大
管
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
、
奉
天

の
織
道
附
属
地
内
の
関
東
軍
駐
屯
地
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
二
八
セ
ン
チ
要
塞
砲
が
溶
陽
域
な
ど
を
め
が
け
て
護
射
さ
れ
た
と
い
う
こ
の
よ
う

な
事
寅
を
以
て
「
計
重
」
的
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
以
上
の
事
寅
は
、
戦
後
、
こ
の
計
重
に
参
重
し
た
花
谷
正
(
嘗
時
の
関
東
軍
参
謀
)

(

8

)

 

ら
に
よ
っ
て
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
虚
溝
橋
事
件
に
闘
し
て
も
、
同
じ
よ
う
な
「
謀
議
」
と
準
備
が
あ
司

た
の
か
否
か
が
事
件
が
「
計
重
」
的
と
い
え
る
の
か
否
か
の
分
岐
貼
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
中
園
軍
計
重
」
読

周
知
の
よ
う
に
、
直
溝
橋
事
件
勃
護
嘗
時
、
日
本
政
府
も
中
園
政
府
も
事
件
が
相
手
側
に
よ
る
「
計
董
」
的
事
件
だ
っ
た
と
い
う
剣
断
を
下

し
て
い
た
。
中
圏
外
支
部
の
七
月
一

O
日
の
日
本
駐
華
大
使
館
へ
の
抗
議
文
は
「
日
本
軍
の
こ
の
行
震
は
、
明
ら
か
に
珠
定
の
挑
護
計
董
(
預

(
9〉

定
挑
雰
之
計
重
)
を
寅
行
し
た
も
の
で
あ
っ
て
ま
こ
と
に
不
法
で
あ
る
」
と
し
て
い
た
し
、
日
本
政
府
の
七
月
一
一
日
の
「
整
明
」
も
、
「
今

(

凶

〉

次
事
件
ハ
、
支
那
側
ノ
計
霊
的
武
力
抗
日
ナ
ル
コ
ト
ハ
最
早
疑
ノ
絵
地
ナ
シ
」
と
断
定
し
て
い
た
。
直
溝
橋
事
件
は
、
事
件
護
生
か
ら
三
、
四

日
後
の
時
離
で
、
南
圏
の
政
府
レ
ベ
ル
に
お
い
て
公
式
に
相
手
側
に
よ
る
「
計
重
」
的
事
件
と
し
て
断
定
さ
れ
、
そ
の
後
の
南
園
の
事
件
に
劃

-107-

す
る
劃
躍
は
こ
の
認
識
を
基
本
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

七
月
八
日
午
前
八
時
三

O
分
の
支
那
駐
屯
軍
司
令
部
の
事
件
に
つ
い
て
の
最
初
の
護
表
は
、

(

日

)

「
不
法
な
る
支
那
箪
の
砲
撃
」
と
は
い
っ
て
も

そ
れ
が
中
園
側
の
「
計
重
」
的
事
件
だ
と
は
見
な
し
て
は
い
な
か
「
た
。
こ
の
黙
で
襲
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

九
日
午
後
一
時
半

「
南
京
政
府
側
及
び
共
産
黛
系
の
支
那
軍
隊
就

763 

の
「
支
那
駐
屯
軍
司
令
部
震
表
」
で
、
虚
溝
橋
の
中
国
軍
の
撤
退
の
緩
慢
さ
の
理
由
と
し
て
、

(

ロ

〉

中
そ
の
中
堅
持
校
以
下
に
劃
す
る
抗
日
宣
俸
」
を
奉
げ
て
い
る
。
同
日
の
外
務
省
嘗
局
の
説
明
も
ほ
ぼ
同
様
の
趣
旨
の
も
の
で
あ
っ
た
。

。



764 

日
、
今
井
清
参
謀
次
長
の
指
示
に
基
づ
き
、
橋
本
群
支
那
駐
屯
軍
参
謀
長
は
、
中
園
側
に
劃
し
て
四
項
目
の
要
求
を
提
出
す
る
が
、
そ
の
第
四

(

日

〉

「
藍
衣
一
位
、
共
産
業
其
他
抗
日
系
各
種
圏
鐙
」
の
取
締
り
と
い
う
一
項
が
奉
げ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
も
、
事
件
そ
の
も
の
が

tこ中
園
側
の
「
計
霊
」
的
な
も
の
と
断
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
司
た
。
も
っ
と
も
、

八
日
の
外
務
省
情
報
部
長
の
「
茸
溝
橋
事
件

ニ
封
ス

ル

(
M〉

説
明
」
で
は
、
直
溝
橋
事
件
は
基
本
的
に
は
「
中
園
人
、
と
く
に
南
京
政
府
の
陰
謀
公
宮

己
5
5
m
n
r
B
G」
に
よ
る
も
の
と
の
見
解
が
示
さ

れ
て
い
た
が
、
支
那
駐
屯
軍
に
お
い
て
も
陸
軍
中
央
に
お
い
て
も
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
事
件
を
中
園
側
の
「
計
董
」
的
な
事
件
と
い
う
判
断
は

下
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
結
局
、

一
一
日
に
な
っ
て
政
府
は
鹿
溝
橋
事
件
そ
の
も
の
を
「
支
那
側
ノ
計
董
的
武
力
抗
日
ナ
ル
コ
ト
最
早
疑

ノ
徐
地
ナ

シ
」
と
い
う
断
定
を
「
政
府
聾
明
」
と
し
て
内
外
に
公
表
す
る
に
至
ア
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
日
本
で
は
公
式
に
は
、
直
溝
橋
事
件

は
中
園
側
の
「
計
董
」
的
事
件
だ
と
い
う
解
穫
に
疑
問
を
呈
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
の
「
政
府
撃
明
」
の
影
響
は
大
き
く
、

ー「

不

掻
大
」
と
言
い
な
が
ら
、
賓
際
に
は
事
態
を
急
激
に
「
抜
大
」
さ
せ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
現
地
の
支
那
駐
屯
軍
の
指
導
者
た
ち
は
、
嘗
初
事
件
が
中
園
側
の
「
計
重
」
的
事
件
だ
と
は
認
識
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
「
偶
護
」

〈

お

〉

牟
田
口
第
一
聯
陵
長
の
手
記
「
支
那
事
饗
勃
費
時
ノ
員
相
並
-
一
其
ノ
前
後
ノ
事
情
」
〈
以

「
昭
和
十
六
年
四
月
十
日
記
」
と
あ
り
、
事
件
か
ら
す
で
に
四
年
近
く
た
っ
て
書
か

的
事
件
だ
と
認
識
し
て
行
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

下
「
牟
田
口
手
記
」
〉
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
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こ
れ
は
、

れ
た
も
の
で
、

日
本
で
は
、
す
で
に
盛
溝
橋
事
件
H

「
中
園
軍
計
重
」
設
が
公
式
見
解
と
し
て
定
着
し
て
い
た
時
期
の
も
の
で
あ
る。

牟
田
口
が
事
件
の
護
生
を
知
る
の
は
七
月
八
日
午
前

O
時
、
豊
蓋
の
一
木
大
陵
長
か
ら
の
電
話
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
牟
田
口
は
、

木

大
隊
長
に
劃
し
て
虚
溝
橋
へ
の
出
動
を
命
ず
る
一
方
、
午
前

O
時
牢
頃
、
赤
藤
庄
次
憲
兵
分
隊
長
に
中
園
側
の
動
向
「
特
に
要
人
宅
及
西
苑
、

そ
の
結
果
が
牟
田
口
に
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
と
そ
れ
が
牟
田
口

南
苑
、
資
寺
等
ノ
支
那
軍
ノ
朕
態
偵
察
ヲ
命
」
じ
た
。
午
前
二
時
半
頃
、

が
中
園
寧
に
劃
す
る
「
戦
闘
開
始
」
命
令
を
下
す
べ
き
か
否
か
の
剣
断
に
輿
え
た
重
要
な
影
響
に
つ
い
て
彼
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
支
那
軍
及
要
人
宅
ハ
寂
ト
シ
テ
撃
ナ
ク
何
等
ノ
異
賦
ヲ
認
メ
サ
ル
ヲ
確
メ
聯
隊
長
一
一
報
告
セ
ラ
ル

ル
聯
隊
長
ノ
決
心
ニ
重
大
ナ
ル
基
礎
ヲ
輿
ヘ
タ
リ

此
ノ
報
告
ハ

警
備
司
令
官
代
理
タ

即
チ
聯
隊
長
ハ
今
次
事
件
カ
支
那
側
ノ
計
霊
的
行
篤
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
全
ク
董
溝
橋
附



牟
田
口
は
、

近
ノ
局
所
的
突
護
事
件
ナ
ル
ヘ
シ
ト
剣
断
ス
ル
ヲ
得
タ
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
」

四
時
二

O
分、

一
ホ
に
電
話
を
逼
し
て
、
直
溝
橋
附
近
の
中
園
軍
に
劃
す
る
「
戦
闘
開
始
」
の
命
令
を
下
す
が
、
そ
の
時
の
心

境
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
最
後
ニ
聯
隊
長
ノ
到
達
シ
タ
ル
心
境
ハ
日
本
軍
ニ
封
ス
ル
、敵
劉
行
震
ハ
前
年
ノ
豊
蓋
事
件
ノ
経
験
ニ
鑑
ミ
ル
モ
之
ヲ
容
赦
ス
ル
ヲ
許
サ

ス
断
然
タ
ル
慮
置
ヲ
必
要
ト
ス
而
モ
先
-
一
連
へ
シ
カ
如
ク
支
那
側
ノ
計
霊
的
行
信
号
一
プ
ラ
ス
シ
テ
局
所
的
事
件
ナ
リ
ト
剣
断
シ
得
ル
ヲ

以
テ
此
ノ
際
不
法
ヲ
働
キ
シ
支
那
軍
-
一
割
シ
大
ナ
ル
鍛
槌
ヲ
加
フ
ル
コ
ト
カ
叉
一
面
事
件
ヲ
局
所
的
ニ
牧
拾
シ
市
シ
テ
皇
軍
威
武
ヲ
宣
揚

シ
得
ル
所
以
ナ
リ
ト
」

牟
田
口
は
、
そ
の
「
手
記
」
の
終
わ
り
で
事
件
全
瞳
を
ふ
り
か
え
っ
て
「
所
感
」
を
ま
と
め
て
い
る
が
、
そ
ζ

で
も
改
め
て
「
草
溝
橋
事
件

ハ
支
那
側
ノ
計
霊
的
行
篤
ナ
リ
シ
ヤ
」
と
自
ら
設
問
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
而
シ
テ
此
ノ
事
タ
ル
果
シ
テ
支
那
側
ノ
計
霊
的
行
矯
ナ
リ
シ
ヤ
ト
今
日
ヨ
リ
推
察
ス
ル
モ
小
官
ハ
然
ラ
ス
ト
剣
断
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

蓋
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シ
事
件
ノ
経
過
カ
之
ヲ
詮
ス
ル
カ
如
ク
嘗
初
ハ
董
溝
橋
ノ
局
所
-
一
限
定
セ
ラ
レ
全
般
的
ニ
支
那
側
カ
動
キ
シ
形
跡
ナ
ク
其
他
支
那
側
要
人

等
ノ
狼
狽
振
等
ヨ
リ
考
察
シ
如
上
ノ
如
ク
剣
断
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」

以
上
、
牟
田
口
第
一
聯
陵
長
の
嘗
夜
の
「
心
境
」
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
七
月
八
日
夜
の
第
一
聯
陵
本
部
は
、
事
件
を
中
園
側

の
「
計
重
」
的
事
件
と
は
と
ら
え
て
い
な
か
っ
た
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
牟
田
口
は
、
だ
か
ら
こ
そ
一
木
に
劃
し
て
「
戦
闘
開
始
」
命
令

を
下
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

四
年
後
に
お
い
て
も
嘗
時
と
襲
わ
ら
ず
、
事

件
が
「
支
那
側
ノ
計
霊
的
行
震
」
に
よ
る
も
の
か
否
か
と
い
う
聞
に
劃
し
て
は
依
然
「
然
ラ
ス
ト
剣
断
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
の
考
え
を
維
持
し

三
七
年
七
月
八
日
、
中
園
軍
に
劃
す
る
「
戦
闘
開
始
」
命
令
を
出
し
た
人
物
の
賦
況
認
識
は
、

て
い
た
の
で
あ
る
。

765 
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四

「
日
本
軍
計
重
」
読

(

お

)

で
は
、
中
園
側
の
「
日
本
軍
計
董
」
読
は
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
北
卒
陸
軍
機
開
業
務
日
誌
』
に
よ
れ
ば
、

松
井
太
久
郎
北
卒
陸
軍
(
特
務
)
機
関
長
が
葉
察
政
務
委
員
舎
外
交
委
員
舎
の
林
耕
字
に
電
話
し
た
の
は
、
七
月
八
日
午
前

O
時
三

O
分
の
こ

と
で
あ
る
。
秦
徳
純
北
卒
市
長
・
第
二
九
軍
副
軍
長
は
外
交
委
員
舎
(
林
と
貌
宗
翰
)
か
ら
の
報
告
で
初
め
て
事
件
の
護
生
と
日
本
側
の
要
求

内
容
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
泰
徳
純
が
と
っ
た
措
置
は
、
士
ロ
星
文
第
一
二
九
園
長
に
中
園
軍
の
演
習
の
有
無
、
王
冷
驚
宛
卒
豚
長
に
射
し
て

(

口

〉

は
日
本
軍
の
演
習
の
有
無
と
「
行
方
不
明
」
日
本
軍
兵
士
の
所
在
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
わ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

日
本
側
か
ら
突
然
要
求
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
中
園
側
と
し
て
は
、
事
質
闘
係
に
つ
い
て
は
す
ぐ
に
は
確
認
で
き
ず
、

そ
う
か
と
い
っ
て
日
本

側
の
主
張
に
劃
し
て
も
疑
い
を
拭
え
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
園
側
現
地
嘗
局
者
の
護
言
と
し
て
も
っ

〈
同
〉

と
も
早
期
の
も
の
は
、
秦
徳
純
が
、
八
日
午
前
九
時
、
『
北
京
政
間
報
(
俳
文
)
』
記
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

ま
だ
事
貫
聞
係
を
十
分
に
把
握
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
が
、
こ
こ
で
秦
徳
純
は
日
本
軍
の
演
習
↓
護
砲
↓
丘
二
名
行
方
不
明
↓

記
事
は
、

-110ー

宛
卒
勝
城
へ
の
入
城
捜
索
要
求
と
い
う
そ
の
後
の
中
園
人
の
直
溝
橋
事
件
認
識
の
大
枠
を
示
し
て
い
る
が
、

そ
れ
が
日
本
軍
の
「
計
董
」
的
事

件
だ
と
ま
で
は
言
っ
て
い
な
い
。

た
だ
宋
哲
元
名
で
蒋
介
石
宛
て
に
迭
ら
れ
た
同
日
(
湾
辰
)
の
第
一
報
に
は

す
で
に
日
本
側
の
主
張
に
樹

す
る
疑
念
が
か
い
ま
見
え
る
。
電
報
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

.〆-.._，首1

JE言
、J
「
日
本
軍
盤
蓋
駐
屯
部
隊
は
、
砲
四
門
、
機
関
銃
八
挺
、
歩
兵
五
百
人
徐
り
で
、

我
が
方
に
護
砲
し
て
き
た
。
我
が
直
溝
橋
城
(
即
ち
宛
卒
勝
城
)
の
占
領
を
企
画
し
て
一
該
城
に
む
け
て
包
園
攻
撃
を
加
え
、
・

昨
夜
一
二
時
か
ら
夜
間
演
習
に
こ
と
か
り
で
〈
薙
口
夜

「
藷
口
開
有
銃
撃
」
、

や
文
書
の
中
で
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し、

「
籍
日
夜
間
演
習
」
と
か
、

「
向
我
方
撃
稽
、
:
:
:
」
と
い
う
表
現
は
、
こ
の
嘗
時
の
中
園
側
の
事
件
闘
係
の
電
報

「
計
董
」
的
行
動
と
い
う
認
識
が
明
確
に
出
て
く
る
最
初
の
も
の
は
、
嘗
時
北
卒
に
駐



在
し
て
い
た
巌
寛
軍
政
部
参
事
が
何
鷹
欽
軍
政
部
長
を
通
じ
て
蒋
介
石
に
、逢
っ
た
七
月
八
日
(
庚
辰
)
の
電
報
の
中
の
次
の
よ
う
な
一
節
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
「
秦
徳
純
が
い
う
一
日
本
軍
は
示
威
す
る
日
が
多
く
、
今
回
の
畳
溝
橋
で
衝
突
が
起
こ
っ
た
の
は
、
日
本
軍
の
計
霊
的
行
動

(

加

)

に
よ
る
(
日
軍
有
計
霊
行
動
)
」
と
あ
る
。

重
要
ts:. 
指
摘
で
あ
る

ま
すこ

食
飛
鵬
交
通こ
さ針t 、ー

長でト

2室
田カミ

元何
日を
根

何援
薩に
欽「
iに日
潟軍
--c有
て計
迭事
っ干7

さ警

報主
tこ品:五

七ぞ
Tこ
の
台、

は
不
明
で
あ
る
も1

こ
れ
は

「
日
本
軍
は
、
長
い
問
、
長
辛
庖
、

車
溝
橋
に
我
が
園
が
軍
隊
を
駐
屯
で
き
な
い
よ
う
に
と
狙
っ
て
い
た
が
、

一
昨
日
夜
、
日
本
軍
の
演
習
が
我
が
軍
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
、
衝
突

〈

幻

)

に
い
た
っ
た
が
、
こ
れ
は
あ
き
ら
か
に
議
め
計
重
し
て
い
た
こ
と
だ
(
穎
有
預
謀
〉
」
と
あ
っ
て
、

「
預
謀
」
と
い
う
言
い
方
が
見
え
る
。
こ
の

「
計
董
」
、

「
預
謀
」
と
い
う
言
葉
は
、

そ
し
て
先
に
も
指

そ
の
後
中
園
人
の
麗
溝
橋
事
件
認
識
の
キ

i
・
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
。

摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
一

O
日
の
外
受
部
の
抗
議
文
で
は
「
預
定
の
挑
設
計
董
(
預
定
挑
繁
之
計
董
ど
と
い
う
評
債
が
公
式
的
に
下
さ
れ
る
。

(
「
麓
溝
橋
事
件
」
『
新
中
華
報
』
一
九
三
七
年
七
月
一
一
二
日
〉
、

以
後
、

さ
ら
に
は
、

「
計
董
的
行
動
(
有
計
壷
的
行
動
〉
」

「
第
二
の
九
・
一
入
〈
第
二

個
九
一
八
)
」

(
「
麓
溝
橋
的
抗
戦
」

『
解
放
週
刊
』
第
一
巻
第
一
一
期
、

一
九
三
七
年
七
月
一
五
日
〉
、

「
長
き
に
わ
た
り
練
っ
て
き
た
〈
計
重
に
よ
り
)

我
々
を
陥
れ
る
(
慮
心
積
慮
的
謀
我
〉
」

(
蒋
介
石
「
盛
山
談
話
」
一
九
三
七
年
七
月
一
七
日
〉
、

的
侵
略
行
動
)
」
〈
杜
若
「
園
人
封
麓
溝
橋
事
件
慮
有
之
認
識
」

『
申
報
週
刊
』
第
二
巻
第
八
期
、

「
計
霊
的
で
順
序
だ
っ
た
侵
略
行
動
(
有
計
董
有
順
序

一
九
三
七
年
七
年
一
八
日
)
あ
る
い
は
「
「
三
尺
の
氷
」
は

一
日
の
寒
さ
で
張
る
も
の
で
は
な
い
(
「
沫
凍
三
尺
」
非
一
日
之
寒
〉
」

(
公
敢
「
麓
溝
橋
事
件
的
検
討
」

『
申
報
週
刊
』
第
二
巻
第
八
期
、

一
九
三
七
年
七

月
一
八
日
)
と
い
司
た
よ
う
に
、

車
溝
橋
事
件
に
関
連
し
て
日
本
の
行
動
を
批
剣
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
が
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ

中
園
人
の
聞
に
ま
た
た
く
ま
に
贋
ま
り
、

「
謀
略
」
性
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
直
溝
橋
事
件
H

「
日
本
軍
計
董
」
読
は

定
着
し
て
い
っ
た
。
以
来
中
園
で
は
、
直
溝
橋
事
件
は
日
本
軍
の
「
計
輩
」
的
事
件
、
あ
る
い
は

「
謀
略
」
で
あ
る
こ
と
は
も
は
や
確
定
さ
れ
た
争
う
品
跡
地
の
な
い
事
貫
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
貼
に
お
い
て
は
、
直

溝
橋
事
件
勃
設
か
ら
六

O
年
目
を
迎
え
よ
う
と
す
る
現
在
も
基
本
的
に
慶
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、
日
本
軍
「
計
重
」
読
は
本
嘗
に
事
貫
に
合

ら
は
い
ず
れ
も
日
本
軍
の
行
動
の
「
計
重
」
性
、

767 

致
す
る
も
の
だ
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う
か
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五

曲
家
源
氏
の
「
日
本
軍
計
章
」
説

「
日
本
軍
計
童
」
設
は
、

虚
溝
橋
事
件
護
生
以
来
中
園
人
の
一
貫
し
た
見
方
で
あ
る
。

日
本
軍
の
「
預
謀
」
を
主
張
す
る
曲
家
源
(
山
西
師

範
大
皐
)
氏
も
そ
の
有
力
な
一
人
で
あ
る
。

以
前
か
ら
私
を
含
む
日
本
の
直
溝
橋
事
件
研
究
に
劃
し
て
一
貫
し
て
巌
し
い
批
剣
を
加
え

日
本
の
直
溝
橋
事
件
研
究
に
封
す
る
中
園
人
の
批
判
の
代
表
的
な
も
の
と
受
け
と
め
て
よ
い
の
で

(
沼
〉

あ
ろ
う
。
氏
は
、
具
瞳
的
に
多
く
の
日
本
人
研
究
者
の
名
前
を
あ
げ
て
批
剣
を
加
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
事
問
上
の
論
争
と
し
て
嘗

然
の
こ
と
で
あ
り
、
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
私
の
方
で
も
曲
氏
の
盛
溝
橋
事
件
観
と
日
本
の
宜
溝
橋
事
件
研
究
に
劃
す
る
批
剣
に
つ
い
て

〈

お

)

は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
機
舎
を
通
じ
て
比
較
的
詳
細
に
紹
介
し
て
き
た
し
、
必
要
に
鷹
じ
て
反
論
も
行
っ
て
き
た
。

氏
は
、

て
い
る
研
究
者
で
あ
る
。
曲
氏
の
批
判
は
、

さ
て
、

戦
後
五

O
年
(
中
園
で
は

「
世
界
フ
ァ
シ
ズ
ム
戟
争
と
抗
日
戦
争
勝
利
五
O
周
年
」
)
の
一
九
九
五
年
、

曲
氏
は
二
つ
の
論
文
(
次
に
掲
げ

る
E
、
F
)
を
護
表
し
て
、
私
も
含
む
日
本
の
車
溝
橋
事
件
研
究
に
お
け
る
「
偶
護
」
設
に
劃
し
て
批
剣
を
加
え
ら
れ
た
。

は
、
曲
氏
の
虚
溝
橋
事
件
研
究
、
と
く
に
そ
の
「
日
本
軍
計
萱
」
読
を
取
り
上
げ
、
改
め
て
私
見
を
述
べ
て
お
こ
う
と
思
う
。
曲
氏
の
車
溝
橋

そ
こ
で
、

こ
こ
で

~112~ 

事
件
に
闘
す
る
論
著
は
、
私
の
知
る
限
り
以
下
の
六
編
で
あ
る
。

A

「
論
直
溝
橋
事
接
的
起
因
」

B

「
劉
ク
一
士
兵
失
臨
んγ

的
考
謹
|
|
直
溝
橋
事
襲
起
因
研
究
之
ご

(
『
山
西
師
大
皐
報
』
一
九
八
七
年
第
二
期
、

『
複
印
報
刊
資
料
中
園
現
代
史
』
一
九
八
七
年
第
七
期
)

(
『
近
代
史
研
究
』
一
九
九
一
年
第
三
期
)

C

『
慮
溝
橋
事
幾
起
因
考
論
|
|
兼
興
日
本
有
開
躍
史
撃
者
一
一
商
権
』

(
中
園
華
僑
出
版
社
、

一
九
九
二
年
)

D

「
評
江
口
圭
一
教
授
《
慮
溝
橋
事
件
》

E

「
中
日
史
事
家
闘
於
抗
日
戦
争
史
研
究
的
隔
関
興
交
流
」

F
「
直
溝
橋
事
獲
輿
全
民
族
抗
戦
」

書

(
『
抗
日
戦
争
研
究
』
一
九
九
二
年
第
三
期
)

(
《
中
園
文
化
輿
世
界
》
園
際
闘
争
術
討
論
曾
論
文
、

一
九
九
五
年
〉

(
北
京
市
社
舎
科
恵
一
'
界
聯
合
曾
主
編
《
偉
大
的
勝
利
1

1
紀
念
中
園
人
民
抗
日
戦
争
勝
利
五
O
周
年
》
同
心
出
版
社
、

一
九
九
五
年
〉



曲
氏
は
、
最
新
の
論
文
「
車
溝
橋
事
費
輿
全
民
族
抗
戦
」
に
お
い
て
、

(
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、

一
九
八
八
年
)
の
著
者
江
口

『
直
溝
橋
事
件
』

圭
一
氏
と
私
が
塵
溝
橋
事
件
を
「
偶
褒
」
的
事
件
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
こ
の
間
題
|
|
日
本
軍
が
直
溝
橋
事
件
を
起
こ
し
た

二
人
〔
江
口
と
安
井
〕
は
ど
ち
ら
も
誤
っ
て
い
る
!
」

こ
と
の
計
重
性
を
否
認
す
る
と
い
う
黙
で
、

〈F
l
一一一一九頁〉、

と
批
判
し
て
い
る
。

で
は
、
曲
氏
の
虚
溝
橋
事
件
H

「
日
本
軍
計
霊
」
読
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
ま
ず
は
氏
の
主
張
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て

お
こ
う
。

(

1

)

日
本
軍
側
に
は
、
事
件
を
「
計
重
」
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
事
前
の
い
く
つ
か
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
石
原
莞
爾

ら
に
よ
る
岡
本
清
一
隅
(
陸
軍
省
軍
務
局
課
員
〉
、
井
本
熊
男
(
参
謀
本
部
第
三
課
員
)
ら
の
華
北
涯
遣
、
豊
蓋
駐
屯
陵
に
よ
る
事
件
直
前
の
演
習
、
宛

卒
懸
城
〈
の
「
褒
砲
」
、

七
月
六
日
の
今
井
武
夫
(
北
卒
大
使
館
附
陸
軍
武
官
)
に
劃
す
る
石
友
三
(
葉
北
保
安
総
司
令
〉
の
「
珠
告
」
、

な
ど
で
あ

る

(

2

)

七
月
七
日
は
「
謀
略
」
貴
行
に
最
適
の
日
で
あ
ア
た
。
清
水
中
隊
長
は
「
特
殊
な
使
命
」

(
F
l
一
三
九
頁
)
を
帯
び
て
い
た
。
こ
こ

-113ー

で
重
要
な
こ
と
は
、
第
八
中
陵
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
七
月
七
日
と
い
う
日
で
あ
る
。
「
華
北
日
本
軍
(
支
那
駐
屯
軍
)
」
の
。
急
進
波
。
に

と
っ
て
、
演
習
の
最
終
日
で
あ
る
七
月
七
日
こ
そ
「
謀
略
」
を
貫
行
し
、
し
か
も
そ
れ
を
露
見
さ
せ
な
い
で
す
ま
す
こ
と
の
で
き
る
絶
好
の
日

で
あ
っ
た
。

「
第
一
護
」
な
ど
な
か
っ
た
か
、
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
日
本
軍
が
や
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。

に
饗
化
し
て
い
司
た
。

〈

3
)

日
本
軍
の
「
計
重
」
は
次
の
よ
う

(
C
l
一
一
五
J
一
一
六
頁
)

1 

本
来
、
こ
と
は
衣
の
よ
う
に
運
ぶ
は
ず
だ
っ
た
。

瑳
砲
↓
兵
士
の
行
方
不
明
↓
宛
卒
鯨
城
入
城
捜
索
交
渉
の
提
起
↓
入
城
捜
査
、
日
本
兵
あ
る
い
は
日
本
兵
の
死
瞳
の
護
見
↓
第
二
九
軍

を
。
腐
懲
ヘ
麗
溝
橋
占
領
↓
第
二
九
軍
を
卒
津
及
び
河
北
か
ら
腫
逐
↓
華
北
の
ク
懸
案
。
を
解
決

と
こ
ろ
が
、
ま
ず
志
村
が
わ
ず
か
二

O
分
で
除
に
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
た
め
に
「
計
萱
」
は
次
の
よ
う
に
獲
更
を
徐
儀
な
く
さ
れ

769 

2 
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J、ー。護

砲
↓
。
不
法
射
撃
。
に
劃
す
る
抗
議
の
交
渉
に
改
め
、
直
接
兵
を
率
い
て
入
城
↓
虚
溝
橋
の
強
行
占
領
↓
第
二
九
軍
を
卒
津
、
河
北

か
ら
駆
逐

3 

さ
ら
に
中
園
側
が
日
本
軍
の
宛
卒
綜
城
へ
の
入
城
を
担
否
し
た
の
で
次
の
よ
う
に
繁
更
し
た
。

(
4
〉
牟
田
口
は
七
月
八
日
午
前
九
時
二
五
分
、

設
砲
↓
ク
不
法
射
撃
。
に
劃
す
る
抗
議
↓
直
溝
橋
の
中
園
駐
屯
隊
の
退
去
を
要
求
↓
第
二
九
軍
に
迫
っ
て
卒
津
か
ら
撤
退
さ
せ
る
。

(
担
)

「
壷
溝
橋
占
領
ハ
軍
ノ
意
園
ナ

ル
ヲ
以
テ
速
-
一
敢
行
ス
ベ
シ
」
と
い
う
命
令
を
出
し
て

い

る
が
、
こ
れ
は
日
本
軍
の
「
計
董
」
性
を
示
す
な
に
よ
り
の
誼
擦
で
あ
り
、
卒
津
占
領
は
そ
の
「
計
董
」
の
目
標
達
成
を
意
味
し
た
。

(
5
〉
こ
の
謀
略
に
は
、
参
謀
本
部
の
石
原
莞
爾
、
岡
本
清
一
晴
、
陸
軍
省
の
井
本
熊
男
、
支
那
駐
屯
軍
の
牟
田
口
聯
隊
長
、

清
水
中
隊
長
、
茂
川
秀
和
天
津
特
務
機
関
長
、
松
井
太
久
郎
北
卒
特
務
機
関
長
ら
が
闘
興
し
て
い
る
。
志
村
二
等
兵
も
蛍
然
そ
の
一
員
で
あ
っ

一
木
大
隊
長
、

ハ
6
〉
直
溝
橋
事
件
関
係
者
は
謹
言
を
回
避
し
て

い
る
。
直
溝
橋
事
件
は
、
日
本
軍
の
「
計
董
」
的
事
件
と
い
う
貼
で
は
、
柳
篠
湖
事
件
と

-114-

た。全
一
く
同
一
で
あ
っ
て
、

「第
二
の
柳
傑
湖
事
件
」
と
い

っ
て
よ
い
。
柳
燦
湖
事
件
の
関
係
者
が
、
自
己
の
「
謀
略
」
の
貫
態
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
の
に
、
同
じ
く
「
謀
略
」
の
賀
行
と
い
う
貼
で
は
共
通
し
て
い
る
慮
溝
橋
事
件
の
関
係
者
が
口
を
閉
ざ
し
て
い
る
の
は
、
柳
篠
湖
事
件
の

場
合
は
天
皇
か
ら
も
賞
賛
さ
れ
て
そ
の
行
震
が
正
嘗
化
さ
れ
て
い
る
の
に
謝
し
て
、
直
溝
橋
事
件
に
つ
い
て
は
日
中
戦
争
の
泥
沼
に
日
本
を
引

き
ず
り
込
ん
だ
と
い
う
黙
で
否
定
的
に
評
債
さ
れ
て
い
て
、
関
係
者
が
員
相
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
な
い
た
め
で
あ
る
。

--'-
J、
直
溝
橋
「
奇
襲
計
霊
」
と
「
謀
略
」

「
計
重
」
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
事
件
前
の
日
本
側
の
動
向
と
事
件
の
護
生
段
階
で
の
朕
況
に
射
す
る
濁
自

の
分
析
と
解
鰹
の
仕
方
に
そ
の
特
徴
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
し
か
に
七
月
七
日
と
い
う
の
は
、

曲
氏
の
「
日
本
軍
計
重
」
説
は
、

「
謀
略
」
を
カ
今
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
の



に
都
合
の
よ
い
目
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
七
月
七
日
に
「
謀
略
」
を
寅
行
す
る
と
い
う
準
備
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
は
今
日

(

お

)

ま
で
接
見
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
支
那
駐
屯
軍
は
、
大
規
模
な
「
北
支
那
占
領
地
統
治
計
董
」
を
策
定
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
北
卒
の

第
二
九
軍
首
脳
邸
と
宜
溝
橋
の
第
三
替
に
謝
す
る
「
奇
襲
計
董
」
を
立
て
て
い
て
、
豊
蓋
駐
屯
除
は
、
そ
れ
を
想
定
し
た
演
習
を
く
り
か
え
し

賞
施
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
謹
言
を
二
つ
紹
介
し
て
お
こ
う
。
ど
ち
ら
も
長
文
に
な
る
が
、
豊
蓋
駐
屯
陵
の
虚
溝
橋
近
漫
で

の
演
習
は
、
も
っ
ぱ
ら
封
ソ
戟
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
第
二
九
箪
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
か
司
た
と
い
う
日
本
に
は
根
強
く
あ
る
見

解
を
批
剣
す
る
た
め
に
も
重
要
な
の
で

そ
の
ま
ま
引
用
し
て
お
き
た
い
。

第
一
は
、
直
溝
橋
事
件
研
究
者
な
ら
誰
も
が
知
っ
て
い
る
寺
卒
忠
輔
『
童
溝
橋
事
件
|
|
日
本
の
悲
劇
』

紹
介
さ
れ
て
い
る
久
保
田
向
卒
砲
兵
隊
長
の
謹
言
で
あ
る
。

チ
カ
を
攻
撃
し
た
時
の
森
田
徹
中
佐
と
の
舎
話
で
あ
る
。

(
讃
賀
新
聞
社
、

一
九
七
O
年
〉
に

七
月
八
日
朝
午
前
五
時
三

O
分、

日
本
軍
が
回
龍
(
龍
王
〉
廟
の
中
園
軍
の
ト
l

「
「
第
一
震
か
ら
全
揮
命
中
、
実
に
も
の
す
ご
い
嘗
り
じ
ゃ
な
い
か
!

お
手
柄
」
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と
い
う
森
田
中
佐
の
賞
讃
に
封
し
、
久
保
田
砲
隊
長
は
汗
を
拭
い
拭
い

「
ア
ッ
ハ
ハ
ハ
。
あ
れ
で
す
か
。
あ
ん
な
の
手
柄
で
も
な
ん
も
あ
り
や
し
ま
せ
ん
よ
。
強
い
て
い
っ
た
ら
い
さ
さ
か
イ
ン
チ
キ
の
方
な

ん
で
す
が
ね
。

質
は
歩
兵
砲
陵
は
検
閲
の
ヤ
マ
を
か
け
て
、
-
毎
日
一
文
字
山
附
近
に
陣
地
を
占
領
し
、

西
と
い
っ
た
ら
龍
王
廟
の
あ
の
ト
ー
チ
カ
、
南

と
い
司
た
ら
宛
卒
城
の
望
棲
や
東
北
角
、
そ
う
い
っ
た
目
標
に
射
し
て
完
全
に
標
定
が
し
で
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
へ
お
あ
つ
ら
え
向
き

み
た
い
に
今
日
の
事
件
の
勃
震
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
検
閲
の
ヤ
マ
を
地
で
行
っ
た
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
ん
で
す
。
あ
れ
が
も
し
命
中
し

(同書、

な
か
っ
て
ご
覧
な
さ
い
。
そ
れ
こ
そ
検
閲
の
講
評
で
コ
ッ
ピ
ド
く
こ
き
お
ろ
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
」
」

一
二
八
頁
〉

こ
れ
は
現
場
で
演
習
を
指
揮
し
て
い
た
人
物
の
誼
言
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
直
溝
橋
の
中
国
軍
第
三
替
を
想
定
し
た
訓
練
は
、
歩
兵
砲
隊
が

771 

こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
他
の
部
隊
も
同
様
で
あ
っ
た
も
の
と
推
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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第
二
は
、
先
の
「
牟
田
口
子
記
」
の
中
の

「盟
蓋
事
件
後
我
ノ
高

一ェ

封
ス
ル
準
備
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
第

一
聯
隊
戦
闘

詳
報
」
を
下
敷
き
に
し
て
、
そ
れ
に
一

部
で
は
あ
る
が
重
要
な
加
除
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
決
に
比
較
の
た
め
雨
者
の
一
該
一
嘗
部
分
を
引

用
し
て
お
こ
う
(
以
下
、
傍
線

n
安
井
〉
。

「
第
一
聯
陵
戦
闘
詳
報
」

「
士
叉
那
側
全
般
の
情
勢
は
日
を
経
る
に
従
ひ
侮
日
抗
日
意
識
激
烈
と
な
り
何
時
異
獲
の
勃
震
を
見
る
や
測
る
べ
か
ら
ざ
る
べ
き
も
の
あ

り
而
か
も
我
軍
の
支
那
軍
に
劃
す
る
や
前
述
せ
る
如
く
常
に
友
軍
を
を
以
て
遇
し
其
非
行
あ
る
も
之
を
識
し
其
誤
解
を
解
き
以
て
和
親
に

努
め
た
り
然
り
と
雄
高

一の
療
に
虚
し
て
遺
憾
な
か
ら
し
む
る
震
に
は
我
行
動
は
常
に
神
速
に
し
て
疾
風
迅
雷
的
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
而

か
も
敢
に
於
て
極
め
て
劣
勢
な
る
我
は
夜
間
戦
闘
に
依
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
場
合
多
き
所
以
を
訓
示
し
卒
素
の
視
察
に
検
聞
に
之
を
強
調

し
特
に
新
操
典
草
案
瑳
布
以
来
聯
陵
将
兵
薄
暮
察
明
及
夜
間
訓
練
に
精
進
せ
り
従
て
駐
屯
地
附
近
の
地
形
は
一
兵
に
至
る
迄
之
を
暗
識
し

又
夜
間
行
動
に
熟
達
す
る
に
至
れ
り
而
し
て
一
方
支
那
軍
主
脳
者
邸
及
兵
営
城
門
等
の
奇
襲
計
霊
を
策
定
し
各
幹
部
を
し
て

一
々
寅
地
に
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就
き
数
回
に
亙
り
踏
査
せ
し
め
叉
数
回
貫
施
せ
し
演
習
の
結
果
に
徴
し
て
出
動
時
の
編
成
(
中
略
)
を
定
む
る
等
目
的
達
成
の
掲
の
演
練

(
m
m
)
 

事
項
に
就
て
は
遺
憾
な
き
を
期
し
た
り
。
」

「
牟
田
口
手
記
」

「支
那
側
全
般
ノ
情
勢
ハ
日
ヲ
経
ル
ニ
従
ヒ
侮
日
抗
日
意
識
蟻
烈
ヲ
加
へ
ッ
、
ア
ル
ノ
情
報
ハ
頻
々
タ
リ

ノ
言
ハ
皆
之
ヲ
俸
フ
而
モ
我
寧
ノ
支
那
軍
-
一割
ス
ル
ヤ
前
述
セ
ル
カ
如
ク
常
ニ
友
軍
ヲ
以
テ
遇
シ
非
行
ア
ル
モ
之
ヲ
議
シ
其
ノ
誤
解
ヲ
解

特
ニ
南
方
ヨ
リ
ノ
放
行
者

キ
以
テ
和
親
-
一
努
メ
タ
リ

然
リ
ト
難
モ
高
一
ノ
襲
ニ
慮
シ
テ
遺
憾
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
ハ
第

一
線
部
隊
ノ
重
大
ナ
ル
責
務
ナ
リ

之
カ
篤
我

ハ
其
ノ
行
動
最
モ
神
速
ニ
シ
テ
疾
風
迅
雷
的
ナ
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

而
モ
敷
ニ
於
テ
著
シ
ク
劣
勢
ナ
ル
我
ハ
主
ト
シ
テ
夜
戦
-
一
依
ラ
サ
ル

ヘ
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
聯
隊
全
将
兵
薄
暮
繋
明
及
夜
間
訓
練
ニ
精
駒
セ
リ
従
ツ
テ
駐
屯
地
附
近
ノ
地
形
ハ
一
兵
ニ
至
ル
迄
之
ヲ
暗
識
シ
叉
夜

而
シ
テ
北
京
ニ
駐
屯
ス
ル
第
一
大
隊
ニ
封
シ
テ
ハ
支
那
軍
首
脳
者
私
邸
、
兵
皆
、
城
門
等
ノ
奇
襲
計
童
ヲ

開
行
動
ニ
熟
達
ス
ル
ニ
至
ル



豊
蓋
部
陵
-
一
封
シ
テ
ハ
南
苑
及
宛
卒
蘇
城
(
産
溝
橋
城
〉
奇
襲
計
重
ヲ
策
定
シ
各
幹
部
ヲ
シ
テ
一
々
寅
地
ニ
就
キ
数
回
ニ
亙
リ
踏
査
セ
シ

メ
又
観
劇
割
引
例
川
引
訓
鮒
引
劃
捌
刈
割
ベ
捌
劃
判
例
引
剖
パ
岡
刻
樹
割
引
制
川
討
引
劃
旭
川川
又
其
ノ
結
果
一
一
徴
シ
テ
出
動
時
ノ
編
成
装

備
ヲ
定
ム
ル
等
準
備
ヲ
周
到
ナ
ラ

シ
メ
タ
リ

(
中
略
)
事
襲
勃
震
後
ノ
戦
闘
経
過
ニ
徴
シ
此
等
ノ
訓
練
カ
偉
大
ナ
ル
数
果
ヲ
賢
ラ
セ
ル
コ
ト
ヲ
痛
感
セ
リ
」

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
の
第
一
は
、
「
薄
暮
繋
明
及
夜
開
訓
練
」
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
。
こ
の
演
習
は
、
七
月
七
日
夜
、
第
八
中
陵

が
直
溝
橋
附
近
で
賓
施
し
た
演
習
課
目
「
薄
暮
ヨ
リ
敵
主
陣
地
ニ
劃
ス
ル
接
敵
及
饗
明
攻
撃
」
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
が
、

(

幻

〉

少
兵
力
に
よ
る
封
ソ
戦
法
訓
練
の
慣
熟
」
な
ど
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、

従
来
こ
の
日
の

「
訓
練
の
要
領
は

買
は
そ
う
で
は
な
く
ま
さ
に
直
溝
橋
の
中
園
軍

(
「
敵
」
〉
に
劃
す
る
攻
撃
訓
練
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

「
特
に
新
操
典
草
案
護
布
以
来
」
と
い
う
一
句
が
「
手
記
」
で
は
削
除
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
よ
り
か
え
っ
て
い

っ
そ
う
明
白
に
な
?
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、

「
手
記
」
で
は

「
支
那
軍
首
脳
者
私
邸
、
兵
昔
、
城
門
等
ノ
奇
襲
計
重
」
を
「
北
京
ニ
駐
屯
ス
ル
第
一
大
隊
」
の
任
務
と
し
て

あ
ら
た
に
「
豊
蓋
部
隊
ニ
劃
シ
テ
ハ
南
苑
及
宛
卒
勝
城
〈
麓
溝
橋
城
)
奇
襲
計
重
」
を
策
定
し
、

と
い
う
一
句
が
書
き
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特
定
す
る
と
と
も
に
、

込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
豊
蓋
駐
屯
隊
の
演
習
目
標
が
「
宛
卒
勝
城
」
す
な
わ
ち
第
三
債
に
劃
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
部
分
の
表
題
が
「
寓
一
ニ
針
ス
ル
準
備
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
一
聯
隊
は
「
遺
漏
の
な
い
こ
と
を
期
し
」
て
い
た
に
す

ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、

積
極
的
に
中
園
軍
に
劃
す
る
「
奇
襲
攻
撃
」
の
準
備
を
進
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
見
方
も
あ
る
が
、

(お〉

「
奇
襲
計
重
」
と
は
文
字
通
り
「
奇
襲
」
を
「
計
霊
」
し
て
い
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

「
手
記
」
に
は
「
一
該
模
型
-
一
依
リ
テ
訓
練
ヲ
寅
施
シ
或
ハ
砂
盤
ニ
依
リ
或
ハ
園
上
演
習
ニ
依
リ
」
と
あ
り
、

定
と
そ
の
賞
施
に
つ
い
て
綿
密
な
検
討
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

第
三
に
、

「
奇
襲
計
董
」
の
策

第
四
に
、

「
手
記
」
は

「
事
獲
勃
震
後
ノ
戦
闘
超
過
-
一
徴
シ
此
等
ノ
訓
練
カ
偉
大
ナ
ル
数
果
ヲ
賀
ラ
セ
ル
コ
ト
ヲ
痛
感
セ
リ
」
と
し
て
、

七
月
八
日
以
降
の
中
園
軍
と
の
戦
闘
に
お
い
て
い
か
に
賓
践
的
数
果
的
で
あ
っ
た
か
が
謹
明
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

773 

事
件
前
の
演
習
が
、
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こ
こ
で
、

七
月
八
日
午
前
三
時
に
支
那
駐
屯
軍
の

「
軍
主
任
参
謀
起
案
」

(
m
U
)
 

に
な
る
と
い
う
「
宣
俸
計
董
〈
仮
定
〉
」
の
「
第

要
領
」
の

「
一
、
事
態
誘
導
の
基
礎
工
作
」
が
「
(
一
)
要
人
の
監
禁
」

「
つ
一
)
童
溝
橋
占
領
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
在
日
し
た
い
。
こ
れ
は
、
明
ら

か
に
牟
田
口
の
い
う
こ
つ
の
「
奇
襲
計
霊
」
と
符
合
す
る
。
お
そ
ら
く
第
一
聯
隊
あ
る
い
は
支
那
駐
屯
軍
参
謀
部
で
は
、

「
宣
俸
計
霊
」
は
、
こ
う
し
た
「
奇
襲
計
董
」
の
一
環
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
原
案
が

「
奇
襲
計
董
」
の
た

め
の
「
計
董
窪
田
」
が
作
成
さ
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

作
成
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
が
七
月
七
日
の
「
事
件
」
護
生
に
開
腹
す
る
も
の
と
し
て
一
定
の
修
正
を
加
え
て
「
起
案
」
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
支
那
駐
屯
軍
司
令
部
の
「
北
支
那
占
領
地
統
治
計
重
」
と
牟
田
口
の
い
う
第
二
九
軍
に
劃
す
る

一
本
の
糸
で
繋
が
れ
て
い
た
も
の
と
い
え
そ
う
だ
。

「
奇
襲
計
重
」
そ
し
て
こ
の
「
宣
俸
計
重
」
の
三
者
は
、

こ
の
よ
う
に
久
保
田
と
牟
田
口
の
謹
言
は
、
第
一
聯
隊
に
お
い
て
は
北
卒
と
南
苑
・
庫
溝
橋
の
第
二
九
軍
に
劃
す
る
「
奇
襲
計
董
」
の
準
備

が
整
っ
て
い
た
こ
と
の
有
力
な
誼
明
と
な
る
。
と
は
い
え
こ
れ
ら
を
以
て
七
月
七
日
の
「
謀
略
」
貫
行
の
謹
言
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
七

日
夜
か
ら
八
日
朝
に
か
け
て
の
豊
蓋
駐
屯
陵
の
行
動
に
は
、
牟
田
口
の
い
う
と
こ
ろ
の
こ
つ
の
「
奇
襲
計
董
」
や
日
常
の
訓
練
な
ど
が
役
に
立

っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
「
計
重
」
に
則
っ
て
中
園
軍
に
針
す
る
攻
撃
が
起
こ
さ
れ
、
展
開
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
で
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了
:
、
。

、d
C
ナ
九
、
L
V

と
こ
ろ
で
曲
氏
は

演
習
の
銃
弾
が
た
え
ず
宛
卒
蘇
城
の
城
壁
に
あ
た
っ
て
い

た」

日
本
軍
の
「
夜
間
の
寅
弾
演
習
は
一
段
と
激
し
く
な
り
、

(
F
l
二
七
頁
〉
と
し
て
、
こ
れ
を
日
本
軍
の
「
謀
略
」
準
備
が
す
で
に
す
べ
て
整
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
謹
擦
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
て

(

初

)

い
る
。
今
井
武
夫
『
支
那
事
費
の
回
想
』
の
記
述
に
よ
っ
た
も
の
だ
が
、

」
れ
は
今
井
自
身
の
こ
と
ば
で
は
な
く
、

漏
治
安
の
こ
と
ば
で
あ

り
、
こ
の
「
日
本
軍
の
壷
溝
橋
城
壁
に
劃
す
る
、
貫
弾
護
射
事
件
の
有
無
」
に
つ
い
て
「
そ
ん
な
事
賓
は
絶
射
に
な
い
」
と
い
う
調
査
結
果
に

(
m
U
)
 

今
井
は
「
満
足
し
て
、
何
の
疑
問
も
持
た
な
か
っ
た
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
こ
で
の
曲
氏
の
資
料
の
援
用
の
仕
方
に
は
無
理
が
あ
る
。

石
友
三
糞
北
保
安
総
司
令
が
駆
け
込
ん
で
き
て
、

(
m
M
〉

「
日
華
爾
軍
は
今
日
午
後
三
時
頃
車
溝
橋
で
衝
突
し
、
目
下
交
戦
中
だ
。
武
官
は
こ
の
情
況
を
知
っ
て
い
る
か
」
と
い
う
こ
と
ば
を
引
い
て
、

ま
た
、

曲
氏
は
、

七
月
六
日
、

陳
子
庚
宅
で
の
宴
舎
の
席
に
、

今
井
に
劃
し
て
い
っ
た



石
は
「
す
で
に
日
本
軍
が
車
溝
橋
で
中
園
軍
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
こ
と
を
知
っ
て
い
て
こ
の
よ
う
に
い
っ
た
も
の
と
推
測
す
る

(
F

ー
一
七
頁
)
。
石
が
、
日
を
一
日
間
違
え
た
の
は
あ
わ
て
て
い
た
か
ら
で
、

石
は
こ
の
情
報
を
「
華
北
日
本
軍
(
支
那
駐
屯
軍
ど
か
ら
え
た
も
の

で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
も
「
日
本
軍
計
董
」
設
の
根
擦
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
石
の
「
議
告
」
に
つ
い
て
は
、
曲
氏
の
解
穣
と

正
反
針
の
も
の
が
あ
る
。
今
井
自
身
は
こ
れ
を
「
醤
西
北
系
」
の
「
翌
七
日
の
陰
謀
計
重
」
の
事
前
の
「
好
一意
的
致
備
通
報
と
考
え
ら
れ
な
い

(

お

)

(

引

品

)

こ
と
も
な
か
ろ
う
」
と
し
て
と
ら
え
、
ま
た
坂
本
夏
男
氏
は
、
こ
の
「
今
井
の
推
論
」
を
「
極
め
て
重
-
楓
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
し
、
こ
れ

(
お
〉

を
「
中
園
共
産
黛
陰
謀
」
設
へ
と
結
合
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
石
友
三
の
「
議
告
」
は
奇
妙
な
も
の
だ
が
、

「
日
本
軍
計
董
」
設
に
せ
よ
「
中
園

軍
計
重
」
説
、
さ
ら
に
は
「
中
園
共
産
禁
謀
略
」
設
に
せ
よ

い
ず
れ
の
根
擦
と
す
る
に
た
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

よ
う
に
た
っ
た
二

O
分
で
委
を
現
す
よ
う
な
「
大
失
敗
」
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
な
ぜ
も
っ
と
よ
く
準
備
し
て
、

さ
て
、
も
し
七
月
七
日
に
直
溝
橋
事
件
が
勃
接
し
て
い
な
け
れ
ば
、
豊
蓋
駐
屯
陵
は
、
近
く
ま
た
演
習
を
行
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
志
村
の

ま
た
「
計
董
」
貫
現
に
と

-119ー

っ
て
も
っ
と
も
良
い
篠
件
を
整
え
、
十
分
な
訓
練
を
行
っ
て
か
ら
寅
行
に
着
手
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
疑
問
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
柳
傑

湖
事
件
の
場
合
は
、
爆
破
の
寅
行
部
隊
、
北
大
営
襲
撃
の
手
筈
、
要
塞
砲
の
配
備
な
ど
の
用
意
を
整
え
た
上
で
、
ま
た
貫
行
部
陵
と
関
東
軍
全

睦
を
動
か
す
態
勢
を
整
え
て
、
最
終
的
な
「
謀
議
」
を
行
っ
て
か
ら
決
行
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
氏
は
、
第
八
中
陵
で
な
く
て
も
よ
か
っ
た

と
い
う
が
、
嘗
日
夜
は
、
第
七
中
隊
も
慮
溝
橋
附
近
で
演
習
を
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
と
す
れ
ば
な
ぜ
第
八
中
隊
が
「
謀
略
」
の
寅
行
部
隊
に

選
定
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
?

曲
氏
の
論
理
で
は
説
明
、
が
つ
か
な
い
。

七

「
第
一
護
」
と
「
兵
一
名
行
方
不
明
」

(
白
羽
〉

兵
士
た
ち
の
「
頭
上
相
嘗
高
く
飛
ん
だ
」
夜
間
の
「
第
一
護
」
は
、
一
耳
目
と
光
で
し
か
確
認
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
そ
れ
を
聞
い

775 

た
り
、
見
た
り
し
た
関
係
者
の
謹
言
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
た
し
か
に
曲
氏
の
指
摘
に
よ
る
ま
で
も
な
く
、
第
八
中
隊
将
兵
た
ち
の
謹
言
や

「
戦
闘
詳
報
」
の
記
述
に
は
、
時
刻
、
方
角
、
数
な
ど
の
黙
で
相
互
に
矛
盾
す
る
黙
が
多
い
。

し
か
し
、

彼
ら
(
た
と
え
ば
清
水
中
隊
長
、
野
地
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伊
七
小
隊
長
、
長
津
達
治
分
隊
長
な
ど
〉
が
、

口
裏
を
合
わ
せ
て
全
部
で
た
ら
め
を
い
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
謹
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

曲
氏
は
、
戦
後
に
書
か
れ
た
「
清
水
節
郎
氏
の
手
記
」

(
秦
『
日
中
駿
争
史
』
所
枚
〉
を
「
事
出
現
の
護
端
に
闘
す
る
唯
一
の
も
っ
と
も
初
期
の
責

料
(
最
原
始
的
資
料
〉
」

で

「
い
わ
ゆ
る
。
第
一
護
ク
の
唯
一
の
誼
人
」

ハ
F
l
二
九
頁
〉
と
見
な
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
正
し
く
な
い
。
清
水

に
は
、
事
件
か
ら
牢
月
徐
の
時
黙
で
護
表
し
た
「
陣
中
手
記
」

(
『
園
民
新
聞
』
・
『
新
愛
知
』
一
九
三
七
年
七
月
二
四
日
〉
が
あ
る
。

ま
た
志
村
の
直

援
の
上
司
で
あ
っ
た
野
地
伊
七
第
一
小
隊
長
に
も
「
事
繁
護
端
の
思
出
」

一
護
」
に
つ
い
て
も
比
較
的
詳
細
な
謹
言
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
戦
中
は
と
も
か
く
、
戦
後
に
お
い
て
は
虚
溝
橋
事
件
の
よ
う
な
問
題
で
箱

ハ
『
借
行
社
記
事
』
一
九
三
八
年
七
月
)
が
あ
り

そ
こ
で
野
地
は
「
第

ロ
令
を
布
く
こ
と
な
ど
全
く
必
要
が
な
か
っ
た
。
柳
篠
湖
事
件
に
つ
い
て
は
花
谷
の
よ
う
な
明
確
な
誼
言
が
出
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し

慮
溝
橋
事
件
も
日
本
軍
の
「
謀
略
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
関
係
者
の
一
人
二
人
か
ら
そ
の
こ
と
を
匂
わ
す
よ
う
な
謹
言
が
あ
っ
て
も
よ
い
は

ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
「
第
一
護
」
に
つ
い
て
は
、
事
責
と
す
る
の
が
安
嘗
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
震
砲
者
に
つ

(

幻

)

日
本
で
は
「
第
二
九
軍
兵
士
」
読
が
有
力
だ
が
、
私
は
ま
だ
誰
と
は
断
定
で
き
な
い
の
で
留
保
し
て
お
き
た
い
。

「
兵
一
名
行
方
不
明
」
問
題
は
、
曲
氏
の
慮
溝
橋
事
件
H

「
日
本
軍
計
重
」
設
の
一
核
心
部
分
で
あ
る
。
こ
の
黙
を
ど
う
考
え
る
か
が

他
の
論
駐
の
と
ら
え
方
に
大
き
く
影
響
す
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
先
に
み
た
よ
う
に
ま
ず
志
村
が
「
行
方
不
明
」
に
な
る
、
次
に
彼
は
中
園
兵
に

さ
て
、
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い
て
は
、

っ
か
ま
っ
て
宛
卒
勝
城
に
連
れ
込
ま
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
ど
こ
か
で
射
殺
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。
そ
し
て
、

日
本
軍
は
志
村
「
行
方
不
明
」
を

口
買
に
直
溝
橋
城
を
捜
索
し
、
志
村
(
あ
る
い
は
そ
の
死
鐙
〉

こ
と
も
あ
ろ
う
に
志
村
は
わ
ず
か
二

O
分
で
第
八
中
隊
に
戻
っ
て
き
て
し
ま
い
、

「
護
見
」
を
理
由
に
宛
卒
豚
城
を
奪
取
す
る
と
い
う
議
定
だ
?
た
。
と
こ
ろ
が
、

「
謀
略
」
は
ス
タ
ー
ト
で
つ
ま
e
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た

め

「
護
砲
」
の
次
の
一
歩
を
襲
更
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
司
た
。

「
謀
略
」
で
あ
っ
た
た
め
、
第
八
中
陵
の
将
兵
は
、
こ
の
問
題
へ
の
言
及
を

と
ま
で
費
悟
の
う
え
で
「
行
方
不
明
」
を
演
出
さ
せ
た
人
物
は
、

で
は
志
村
に
中
園
兵
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
こ

清
水
中
隊
長
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
志
村
の
直
接
の
上

司
で
あ
る
野
地
小
隊
長
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
二
人
は
嘗
然
「
謀
略
」
に
関
係
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
第
八
中
隊
は
約
一
五

O
名
で
あ
る
が
、

一
瞳
誰
な
の
か
?

回
避
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
曲
氏
は
推
測
す
る
。
も
し
、
曲
氏
の
推
論
が
正
し
い
と
し
て
、



こ
の
「
謀
略
」
に
閥
興
し
て
い
た
の
は
、
清
水
、
野
地
、
志
村
の
三
人
だ
け
だ
ろ
う
か
?
上
は
参
謀
本
部
第
一
部
長
の
石
原
莞
爾
か
ら
下
は

二
等
兵
の
志
村
菊
衣
郎
ま
で
、
「
謀
略
」
の
構
想
の
立
案
と
七
月
七
日
寅
行
の
打
ち
合
わ
せ
は
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
と
い
う
の
だ
ろ

う
か
?

士
山
村
は
、
な
ぜ
こ

O
分
で
畏

っ
て
来
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
?
そ
も
そ
も
志
村
の
よ
う
に
入
陵
(
一
九
三
七
年
三
月
)
し
て
聞
も

な
い
二
等
兵
一
人
に
こ
の
よ
う
な
大
「
謀
略
」
の
「
護
端
」
と
な
る
重
要
な
役
割
を
割
り
振
る
な
ど
考
え
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
か
?

な
お
、
志
村
捜
索
の
模
様
に
つ
い
て
は
、
野
地
小
陵
長
の
「
事
費
護
端
の
思
出
」
に
も
詳
細
に
書
か
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
志
村
の
行
動
を

十
分
に
説
明
で
き
る
だ
け
の
資
料
が
不
足
し
て
い
る
現
献
で
は
、
曲
氏
の
見
解
を
完
全
に
否
定
し
さ
る
こ
と
も
で
き
な
い
が
、
し
か
し
現
存
の

資
料
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
か
ぎ
り
、
氏
の
よ
う
に
、
志
村
が
「
謀
略
」
の
一
環
に
組
み
込
ま
れ
て
意
園
的
に
「
行
方
不
明
」
に
な
っ
た
と
解

得
す
る
よ
り
も
、
志
村
は
何
ら
か
の
理
由
(
大
使
設
、
道
に
迷

っ
た
設
な
ど
あ
る
)
に
よ
り
二

0
分
間
、
陵
列
を
離
れ
て
い
た
と
解
揮
す
る
ほ
う
が

事
責
に
合
致
し
て
い
る
と
剣
断
さ
れ
る
。
す
く
な
く
も
曲
氏
の
い
う
よ
う
に
清
水
l
志
村
の
合
意
の
上
で
「
行
方
不
明
」
に
な
っ
て
い
た
と
断

定
す
る
根
擦
と
な
る
責
料
は
ま
だ
護
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
氏
の
主
張
は
、

い
ま
だ
推
論
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
志
村
「
行
方
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不
明
」
を
「
計
重
」
的
と
す
る
根
擦
は
こ
の
よ
う
に
不
確
か
で
あ
り
、
と
す
れ
ば
曲
氏
の
「
日
本
軍
計
重
」
設
に
闘
す
る
そ
の
他
の
主
張
も
そ

の
根
援
が
全
て
危
う
く
な
る
の
で
あ
る
。

八

「
第
一
護
」
か
ら
軍
事
衝
突
へ

「
第
一
震
」
と
「
丘
二
名
行
方
不
明
」
と
い
う
事
件
が
な
ぜ
八
日
午
前
五
時
三

O
分
の
日
本
軍
に
よ
る
「
戦
闘
開
始
」
と
い
う
事
件
へ
と
披

大
さ
れ
た
の
か
。
清
水
中
隊
長
が
涯
遣
し
た
俸
令
の
岩
谷
兵
治
曹
長
と
内
田
市
太
郎
一
等
兵
が
、
豊
蓋
の
第
三
大
陵
本
部
に
到
着
し
た
の
は
七

七
分
頃
と
い
う
。
先
の
「
牟
田
口
手
記
」
は
、
中
園
軍
と
の
衝
突
に
備
え
て
、

日
午
後
一
一
時
五
六
、

「
演
習
地
ト
駐
屯
地
ト
ノ
開
ニ
ハ
必
ス

777 

連
絡
ノ
方
法
ヲ
講
シ
置
カ

シ
ム
ル
」
と
書
い
て
い
る
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
と
き
な
ぜ
こ
の
準
備
が
作
動
し
な
か

っ
た
の
か
不
可
解
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
は
別
と
し
て
、
直
溝
橋
事
件
が
「
事
件
」
に
な
っ
て
い
く
上
で
の
一
核
心
部
分
は
、
む
し
ろ
こ
の
俸
令
の
豊
蓋
到
着
か
ら
、
八



778 

も
清
水
中
隊
長
で
も
な
く
、

日
午
前
五
時
三
O
分
日
本
軍
が
戦
闘
開
始
に
突
入
す
る
ま
で
の
聞
の
過
程
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
事
件
の
主
役
は
、
も
は
や
志
村
二
等
兵
で

一
木
は
、
直
溝
橋
の
現
場
の

一
木
大
隊
長
と
牟
田
口
聯
隊
長
、
と
り
わ
け
一
木
大
隊
長
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

吠
況
を
把
握
し
、

そ
れ
に
麿
ず
る
方
策
を
考
え
、

北
卒
に
い
る
牟
田
口
に
報
告
し

意
見
を
具
申
す
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
河
遁
正
三
放
園
長
不
在
時
に
あ
っ
て
牟
田
口
は

一
木
の
報
告
と
意
見
に
劃
し
て
放
固
と
し
て
の
剣
断
を
下
し
、

一
木
ら
に
寅
行
の
命
令

を
下
す
と
い
う
立
場
に
あ
っ
た
。

一
木
は

こ
の
段
階
に
お
け
る
キ
l
パ

l
ソ
ン
で
あ
る
。
な
お
、
曲
氏
と
の
意
一
見
の
相
違
は
、
主
に
こ
れ
以

前
の
過
程
に
閲
す
る
も
の
で
、
こ
の
段
階
に
つ
い
て
の
認
識
は
基
本
的
に
一
致
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
直
溝
橋
事
件
全
瞳
に
お

け
る
位
置
づ
け
と
い
う
黙
で
は
、
曲
氏
に
お
い
て
は
、
事
件
は
護
生
以
前
か
ら
「
謀
略
」
と
し
て
準
備
さ
れ
て
い
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で

こ
の
段
階
は
そ
れ
ほ
ど
重
硯
さ
れ
な
い
の
に
針
し
て
、
私
は
こ
の
段
階
こ
そ
「
事
件
」
が
貫
際
の
軍
事
衝
突
事
件
へ
と
横
大
さ
れ
て
い
く
上
で

の
分
岐
貼
と
考
え
る
の
で
こ
の
遁
程
を
よ
り
重
視
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
日
本
側
が
、
中
園
側
に
劃
す
る
交
渉
要
求
の
根
援
を
「
兵

(
お
)

一
名
行
方
不
明
(
不
足
ど
か
ら
「
不
法
射
撃
(
設
砲
〉
」
へ
と
大
き
く
出
演
更
さ
せ
た
と
と
ら
え
る
黙
で
は
私
と
共
通
し
て
い
る
が
、

曲
氏
も
、
志
村
が
わ
ず
か
二

O
分
後
に
は
第
八
中
隊
に
戻
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
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「
計
董
」

読
に
立
っ
て
日
本
軍
は
七
日
の
演
習
開
始
前
か
ら

「直
溝
橋
城
占
領
」
を
目
的
と
し
て
い
た
と
い
う
議
断
を
抱
い
て
い
る
曲
氏
は
、
こ
の
根
援

の
獲
化
の
意
味
、
中
園
軍
に
針
す
る
「
戦
闘
開
始
」
命
令
の
出
さ
れ
る
遁
程
、
と
く
に
八
日
午
前
三
時
二
五
分
の
「
何
を
射
っ
た
か
分
か
ら
な

(

ぬ

)

(

州

制

)

い
が
」
、
「
龍
王
廟
方
向
に
て
三
護
の
銃
撃
を
聞
」
い
た
と
い
う
い
わ
ゆ
る
再
度
の
「
護
砲
」
事
件
か
ら
四
時
二

O
分
、
牟
田
口
が
一
木
に
中

園
軍
に
射
す
る
「
戦
闘
開
始
」
命
令
を
下
す
過
程
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
さ
な
い
。

し
か
し
、
問
題
は
微
妙
で
あ
り
、
こ
の
経
過
を
明

ら
か
に
し
て
-初
め
て
、
な
ぜ
日
本
軍
は
直
溝
橋
の
中
園
軍
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
た
の
か
が
明
瞭
に
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
経
過
に
つ

(

引

)

い
て
は
、
す
で
に
拙
著
に
お
い
て
詳
述
し
て
い
る
の
で
こ
れ
以
上
の
説
明
は
省
略
す
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
七
月
七
日
夜
一

O
時
四

O
分
の
「
第
一
護
」
・
「
丘
二
名
行
方
不
明
」
の
「
事
件
」
護
生
か
ら
翌
八
日
午
前
五
時
三

O
分
の
日

本
軍
に
よ
る
戦
闘
開
始
ま
で
の
約
七
時
間
の
過
程
に
お
け
る
志
村
、
清
水
、

一
木
、
牟
田
口
、
松
井
ら
の
封
雁
を
検
討
す
る
か
ぎ
り
、

か
れ
ら



が
致
め
「
虚
溝
橋
占
領
」
、

さ
ら
に
は
「
卒
津
占
領
」
の
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

そ
の
.
フ
ラ
ン
に
従
っ
て
「
計
董
」
的
に
事
件
を
起
こ
し
、
行
動

一
木
が
「
直
溝
橋
占
領
」
を
決
意
す
る
の
は
八
日
午
前
三
時
二
五
分
の
「
護
砲
」
を
契
機
に
す
る
も
の

を
展
開
し
て
い
っ
た
と
は
思
え
な
い
。

で
あ
り
、
牟
田
口
が
「
直
溝
橋
占
領
」
の
た
め
「
戦
闘
開
始
」
の
攻
撃
命
令
を
下
す
の
は
一
木
の
「
大
袈
裟
」
な
報
告
を
受
け
て
後
の
四
時
二

(

必

)

O
分
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
事
賞
に
聞
し
た
解
調
停
で
あ
る
と
思
う
c

以
上
の
よ
う
に
、

(
狭
義
の
)
直
溝
橋
事
件
が
「
偶
護
」
的
事
件
を
「
護
端
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
曲
氏
の
い
う

(

5

)

の
主
張
も
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
牟
田
口
の
八
日
午
前
九
時
二
五
分
の
「
直
溝
橋
占
領
」
命
令
は
、
事
件
の
「
計
重
」
性
を
謹
明

す
る
も
の
で
は
な
く
、

一
連
の
経
過
の
結
果
と
し
て
解
揮
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

曲
氏
の
い
う
(

6

)

の
黙
も
同
じ
く
成
立
し
が
た
い
。
参

謀
本
部
第
一
部
長
と
し
て
の
石
原
莞
爾
の
直
溝
橋
事
件
に
お
け
る
役
割
は
、
関
東
軍
高
紐
参
謀
と
し
て
柳
燦
湖
事
件
の
「
謀
略
」
を
立
案
、
寅

行
を
指
導
し
た
嘗
時
と
は
異
な
り
、
調
ソ
戦
重
視
の
立
場
か
ら
中
園
と
の
泥
沼
の
戟
争
に
陥
る
こ
と
を
回
避
し
よ
う
と
志
向
し
な
が
ら
、

九
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三
六
年
五
月
の
支
那
駐
屯
軍
増
強
と
第
三
大
陸
・
歩
兵
砲
隊
の
豊
蓋
配
置
を
容
認
し
、
直
溝
橋
事
件
勃
震
後
に
お
い
て
は
事
件
「
不
抜
大
」
の

立
場
に
立
ち
な
が
ら
、
結
局
「
績
大
」
涯
の
一
撃
論
を
容
認
し
て
大
軍
の
中
園
へ
の
涯
遣
に
同
一意
し
た
と
い
う
黙
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
の
責

任
を
彼
は
回
避
で
き
な
い
が
、
虚
溝
橋
事
件
の
「
計
重
」
を
立
案
、
寅
行
を
指
揮
し
た
人
物
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
曲
氏
に
よ
れ
ば
、

上
は
参
謀
本
部
の
石
原
か
ら
、
下
は
第
八
中
隊
の
志
村
二
等
兵
に
至
る
ま
で
の
各
レ
ベ
ル
の
相
嘗
数
の
人
々
が
こ
の
事
件
の
「
計
重
」
に
参
董

し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
だ
け
の
人
聞
や
機
闘
が
「
計
霊
」
に
開
興
し
て
い
る
と
い
う
の
に
、
そ
の
「
謀
議
」
を
示
す
文
書
な
り
、
謹
言

が
一
つ
も
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
、
こ
の
黙
を
曲
氏
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
参
謀
本
部
、
支
那
駐
屯
軍
内
の
「
少
佐

涯
軍
人
」

(CI--
一
一
一
一
頁
)
あ
る
い
は
「
念
進
涯
」

(
F
l
一
四
O
頁
)
が
こ
れ
ほ
ど
多
数
開
興
し
て
い
る
と
い
う
の
に

「
第
一
護
」
以
降
の
日

本
軍
の
行
動
は
小
規
模
か
つ
緩
慢
で
あ
る
。
こ
の
貼
は
柳
燦
湖
事
件
の
場
合
と
全
く
こ
と
な
る
。
参
謀
本
部
や
支
那
駐
屯
軍
の
中
植
部
も
巻
き

込
ん
で
の

「
謀
略
」

を
寅
行
す
る
と
な
れ
ば
、

も
っ
と
大
規
模
で
周
到
な
準
備
が
な
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

麗
溝
橋
事
件
の
経
過
か
ら
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は
、
そ
の
よ
う
な
痕
跡
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
唯
て
支
那
駐
屯
軍
参
謀
の
起
案
に
な
る
「
宣
俸
計
重
(
俵
定
ど
が
そ
れ
に
近
い
と
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い
え
ば
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
こ
れ
も
支
那
駐
屯
軍
で
正
式
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

(
必
〉

で
あ
る
こ
と
は
、
本
史
料
の
護
見
者
で
あ
る
永
井
和
氏
も
含
め
、
多
く
の
研
究
者
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
一
部
参
謀
の
私
案
」
に
終
わ
っ
た
も
の

柳
傑
湖
事
件
の
関
係
者
が
「
謀
略
」
に
つ
い
て
口
を
聞
く
の
は
、
戦
後
、

し
か
も
事
件
が
日
本
の
「
謀
略
」
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て

か
ら
後
の
こ
と
で
あ
る
。
花
谷
正
「
満
州
事
幾
は
こ
う
し
て
計
重
さ
れ
た
」
が
設
表
さ
れ
た
の
は
、

一
九
五
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一方、

虚
溝
橋
事
件
の
関
係
者
は
、
事
件
か
ら
一
年
後
の
一
九
三
八
年
六
、
七
月
に
は
『
朝
日
新
聞
』
の
座
談
舎
や
雑
誌
『
大
陸
』
、

(

必

)

は
講
演
な
ど
に
も
し
ば
し
ば
登
場
し
て
お
り
、
車
溝
橋
事
件
に
つ
い
て
相
嘗
大
ぴ
ら
に
護
言
し
て
い
る
。
ま
た
、

に
寄
稿
し
た
り
、

『話』、

さ
ら
に

一
般
的
と
は
い
え
な
い
が
、

彼
ら
は
陸
軍
の
将
校
た
ち
の
ク
ラ
ブ

(
必
〉
た
。
も

っ
と
も
彼
ら
が
直
溝
橋
事
件
の
す
べ
て
を
語
っ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
。
戦
後
に
お
け
る
、
柳
篠
湖
事
件
の
関
係
者
と
直
溝

「
借
行
社
」

の
雑
誌
『
借
行
社
記
事
』

同
誌
の
座
談
舎
に
出
て
堂
々
と
護
言
し
て
い

橋
事
件
の
関
係
者
の
日
本
社
舎
に
お
け
る
立
場
は
、
全
く
同
一
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
護
言
内
容
が
左
右
さ
れ
る
要
素
は
全
く
な
い
。
こ

私
は
、
直
溝
橋
事
件
に
つ
い
て
は
依
然
「
偶
護
」
説
が
事
寅
経
過
を
も
っ
と
も
よ
く
説
明
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
貼
で
、
曲
氏
の
批
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の
貼
に
つ
い
て
の
曲
氏
の
見
方
は
的
は
ず
れ
と
い
う
し
か
な
い
。

剣
は
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、

軽
減
す
る
も
の
と
も
思
わ
な
い
。

「
偶
護
」
読
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

日
本
の
中
園
に
劃
す
る
侵
略
を
克
責
し
た
り
、
そ
の
罪
責
を

と
こ
ろ
で
、
最
近
護
表
さ
れ
た
蓋
湾
の
歴
史
家
陳
在
俊
氏
の
論
文
「
中
日
南
圏
全
面
戦
争
的
導
火
線
二
虚
溝
橋
、
廊
坊
、
贋
安
門
事
件
之
探

(
必
〉
討
」
は
興
味
深
い
論
文
で
あ
る
。
こ
こ
で
氏
は
、
虚
溝
橋
事
件
の
「
第
一
護
」
と
は
、
七
日
夜
一

O
時
四

O
分
の
そ
れ
で
は
な
く
八
日
午
前
五

時
三

O
分
の
日
本
軍
に
よ
る
戦
闘
開
始
を
指
す
も
の
と
と
ら
え
る
。

(
五
六
九
頁
〉
が
、
志
村
二
等
兵
の
行
方
不
明
の
理
由
な
ど
は
「
大
し
て
重
要
で
は
な
い
(
並
不
重
要
)
」

そ
し
て、

七
日
夜
の
演
習
中
の
日
本
軍
は
「
銃
撃
を
受
け
て
い
な
い
」

(
五
五
五
頁
)
と
み
な
す
。

氏
は
、

品守

題
を
一
木
大
隊
長
、
牟
田
口
聯
隊
長
、
松
井
特
務
機
関
長
な
ど
に
あ
る
と
し
て
、
衣
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
志
村
二
等
兵
は
、

「
大
使
あ
る
い
は
道
に
迷
っ
て
一
時
隊
か
ら
離
れ
た
た
め
、
短
時
間
で
は
あ
っ
た
が
中
隊
長
は
あ
わ
て
ふ
た
め
い
て
と
り
み
だ
し
、
そ
の



結
果
か
れ
は
事
件
後
聯
隊
副
官
に
蒋
属
さ
せ
ら
れ
、
以
後
二
度
と
兵
を
率
い
る
こ
と
は
な
か
司
た
。
し
か
し
、
大
陸
長
、
聯
陵
長
、
特
務

機
関
長
ら
は
ち
ょ
う
ど
中
園
側
に
劃
し
て
口
費
を
探
し
て
い
て
、
チ
ャ
ン
ス
が
な
く
て
苦
慮
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
突
然
こ
の
ド
タ
パ
タ
が

起
こ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
こ
れ
を
口
賓
に
、
銃
脚
草
さ
れ
た
な
ど
と
稽
し
て
宛
卒
を
占
領
し
、
宋
哲
元
に
匪
力
を
か
け
て
、
日
本
側
の
い
い

な
り
に
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
達
し
よ
う
と
決
心
し
た
の
で
あ
る
。
」
(
五
六
O
頁)。

事
件
の
「
偶
設
」
性
、
「
計
重
」
性
に
つ
い
て
明
確
に
語
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
私
は
こ
れ
は
事
貫
上
の
「
偶

護
」
読
と
い
っ
て
よ
い
と
思
う
。
氏
は
、
以
前
に
、
直
溝
橋
事
件
は
茂
川
秀
和
天
津
特
務
機
関
長
の
「
謀
略
」
に
よ
る
も
の
と
い
う
設
を
提
起

(

幻

)

し
て
大
き
な
波
紋
を
起
こ
し
た
歴
史
家
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
論
文
の
考
え
は
大
き
な
襲
化
と
い
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
本
論
文
に
は
、
茂
川

に
つ
い
て
は
そ
の
名
前
さ
え
登
場
し
な
い
。

こ
こ
で
陳
氏
は
、

支
那
駐
屯
軍
は
、

「
牟
田
口
手
記
」
に
つ
い
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む

す

び

直
溝
橋
の
中
園
軍
に
劃
す
る
こ
つ
の
「
奇
襲
計
重
」
を
策
定
し
、

「
北
支
那
占
領
地
統
治
計
童
書
」
を
作
成
し
て
華
北
の
武
力
占
領
、
統
治
を
計
重
し
、
ま
た
、

て
見
て
き
た
よ
う
に
宜
溝
橋
事
件
嘗
時
、
同
軍
は
第
二
九
軍
と
の
「
高
ご
の
事
態
の
震
生
に
際
し
て
取
る
べ
き
北
卒
の
第
二
九
箪
首
脳
邸
と

貫
地
踏
査
を
何
度
も
行
い
、
貫
際
の
訓
練
を
貫
施
し
て
い
た
。
し
た
が
っ

「
奇
襲
計
董
」
を
護
動
さ
せ
る
準
備
が
整
っ
て
い
た
と
い
え

て
、
支
那
駐
屯
軍
に
は
、

「
高
ご
と
考
え
る
よ
う
な
事
態
が
護
生
ず
れ
ば

る
。
し
か
し
な
が
ら
、

七
月
七
日
夜
の
「
第
一
護
」
を
合
固
に
そ
の
「
奇
襲
計
董
」
を
護
動
さ
せ
る
よ
う
な
事
前
の
「
謀
議
」
が
な
さ
れ
て
い

確
か
な
根
擦
に
基
づ
く
も
の
と
は
言
い
難
い
。

が
、
な
ぜ
大
戦
争
へ
と
擦
大
し
て
い
司
た
の
か
と
い
う
問
題
の
立
て
か
た
に
劃
し
て
、
中
園
の
研
究
者
は
同
意
し
が
た
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る

が
、
七
月
七
日
夜
の
小
事
件
が
八
日
早
朝
五
時
三

O
分
の
日
本
軍
に
よ
る
「
戟
闘
開
始
」
へ
と
至
る
過
程
を
具
韓
的
に
た
ど
る
な
ら
ば
、
問
題

は
、
岩
谷
・
内
田
の
二
人
の
停
令
が
豊
蓋
に
到
着
し
た
後
の
牟
田
口
聯
隊
長
と
一
木
大
陵
長
の
朕
況
認
識
と
剣
断
が
そ
の
鍵
と
な
っ
て
い
た
こ

た
と
は
い
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、

曲
家
源
氏
の
「
日
本
軍
計
董
」
設
は
、

「
偶
護
」
的
事
件
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と
を
示
し
て
い
る
と
と
ら
え
る
の
が
安
嘗
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
蓋
湾
の
歴
史
家
陳
在
俊
氏
の
最
近
の
研
究
に
注
目
し
た
い
。

詰(
l
〉
「
田
中
上
奏
文
」
(
中
園
で
は
「
田
中
奏
摺
」
〉
に
関
す
る
中
園
の
最

近
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
高
殿
芳

・
劉
建
業
主
編
『
田
中
奏
摺
探

際
集
』
(北
京
出
版
社
、
一
九
九
三
年
〉
、

沈
予

「
関
於
《
田
中
奏
摺
》

抄
取
人
奈
智
堪
及
自
述
的
評
債
」
(
『
近
代
史
研
究
」
一
九
九
六
年
第

三
期
)
参
照
。

(

2

)

こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
江
口
圭
一
『
虚
溝
橋
事
件
』
(
岩
波
ブ
ッ
ク

レ
ッ

ト
、
一
九
八
八
年
)
、

坂
本
夏
男
『
虚
溝
橋
事
件
勃
設
に
つ
い
て

の
一
検
設
』
(
図
民
曾
館
、
一
九
九
三
年
〉
、
安
井
三
官
「
虚
溝
橋
事

件
に
闘
す
る
い
わ
ゆ
る
「
中
園
共
産
黛
計
蜜
」
設
|
|
坂
本
夏
男
『
虚

溝
橋
事
件
勃
設
に
つ
い
て
の

一
検
設
』
に
よ
せ
て
|
|
」
(
『
季
刊
中

図
』
三
七
鋭
、
一
九
九
三
年
夏
季
競
)
、
安
井
三
士
ロ
「
慮
溝
橋
事
件
の

イ
メ
ー
ジ
|
|
中
園
の
場
合
、
日
本
の
場
合
|
|
」
(
『
日
本
史
研
究
』

第
三
八

O
鏡
、
一
九
九
四
年
四
月
〉
、
坂
本
夏
男
「
江
口
・幸
二
著
『
虚

溝
橋
事
件
』
に
謝
す
る
所
見
」
(
『
叢
林
』
第
一
一
一
七
銃
、
一
九
九
四
年

五
月
〉
、
江
口
圭
一
「
虚
溝
橋
事
件
小
論
|
|
坂
本
夏
男
氏
の
所
論
を

め
ぐ
っ
て
」
(『
日
本
史
研
究
』
第
三
九
七
続
、
一
九
九
五
年
九
月
〉
、

松
崎
昭
一
「
支
那
駐
屯
軍
増
強
問
題
|
|
二
・
二
六
事
件
庭
分
と
虚
溝

橋
事
件
設
生
へ
の
視
角
」
(
上
〉
(
下
)
(
『
園
拳
院
雑
誌
』
第
九
六
第

二
、
三
鋭
、
一
九
九
四
年
二
月
、
三
月
)
、

秦
郁
彦

「
慮
溝
橋
事
件
の

再
検
討
l
|
七
月
七
日
夜
の
現
場
」

i
、
E

Q
政
治
経
済
史
事
』
第

一
二
三
=
一
、
三
三
四
鋭
、
一
九
九
四
年
三
月
、
四
月
刊
同
「
虚
溝
橋
事

件
か
ら
日
中
戦
争
へ
」
(
一

)
J
(
五
)
(
『
千
葉
大
祭
法
象
論
叢
』
第
九

巻
第
一
読
J
第
一

O
巻
第
一
鋭
、
一
九
九
四
年
八
月
J
九
五
年
八
月
)

な
ど
参
照
。

(

3

)

第
一
に
あ
げ
る
べ
き
は
、
「
在
中
華
民
園
北
卒
大
使
館
記
録
」
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
慮
溝
橋
事
件
の
卒
津
地
区
か
ら
日
本
へ
の
第
一
報

は
、
従
来
七
月
八
日
午
前
四
時
二

O
分
、
支
那
駐
屯
軍
参
謀
長
か
ら
陸

軍
次
官
、
参
謀
次
長
宛
に
愛
せ
ら
れ
た
「
秘
支
参
庶
電
第
五
O
競
」
で

あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
あ
ら
た
に
紹
介
さ
れ
た
こ
の
史
料
に
よ
る

と
、
こ
れ
よ
り
四

O
分
早
く
、
同
日
午
前
三
時
四

O
分
、
日
本
駐
北
卒

大
使
館
よ
り
外
務
省
宛
に
愛
信
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
史

料
は
、
劉
傑
『
日
中
戦
争
下
の
外
交
』
(
古
川
弘
文
館
、
一
九
九
五

年
〉
に
そ
の
一
部
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
現
物
を
ま
だ
見
る
機
舎
を

え
て
い
な
い
。
な
お
、
こ
の
『
記
録
』
(
正
式
の
名
穏
に
つ
い
て
は
不

知
)
は
日
本
に
は
な
く
中
園
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
中

園
で
の
公
闘
を
期
待
し
て
い
る
。

第
二
に
、
『
牟
田
口
廉
也
政
治
談
話
録
音
速
記
録
第
一
回
分
』
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
牟
田
口
元
聯
隊
長
が
、
一
九
六
三
年
四
月
一
一
一
二
日
、
園

曾
園
書
館
に
お
い
て
山
本
有
三
氏
(
作
家
、
元
参
議
院
議
員
)
の
イ
ン

タ
ビ
ュ

ー
に
答
え
た
も
の
が
、
一
九
九
三
年
五
月
、
三

O
年
経
過
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
速
記
録
は
江
口
圭
一
氏

の
ご
好
意
に
よ
り
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
従
来
牟
田
口
が
述
べ
て
き
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た
こ
と
と
大
筋
に
お
い
て
餐
わ
り
が
な
い
。

第
三
は
、
『
解
放
週
刊
』
(
解
放
週
刊
社
〉
に
は
、
す
く
な
く
と
も

二
種
類
の
版
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
逼
り
、
「
中
園
共

産
篤
信
用
日
軍
進
攻
一葦
溝
橋
遁
電
」
(
七
月
八
日
)
は
、
こ
の
『
解
放
週

刊
』
第

一
期
第
一

O
鋭

(
一
九
三
七
年
七
月
一

O
日
)
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
が
、
寅
は
別
の
版
で
は
、第
一
期
第
一
一
説
(
一
九
三
七
年
七
月
一

五
日
〉
に
渓
表
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
上
海
国
書
館
な
ど
中
園
の
各

圃
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
、
後
者
は
京
都
大
皐
人
文
科
皐
研
究

所
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
『
解
放
週
刊
』
が
二
種
類
あ
る
の
か
は

依
然
不
明
で
あ
る
。
中
園
の
研
究
者
の
方
々
の
ご
数
示
を
待
ち
た
い
。

第
四
は
、
『
抗
日
戦
士
政
治
謀
本
』
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
葛
西
純

一
氏
が
、
『
新
資
料

道
溝
橋
事
件
』
(
成
鮮
出
版
社
、
一
九
七
四
年
)
に
お
い
て
、
人
民
解

放
軍
総
政
治
部
『
戟
土
政
治
謀
本
』
の
慮
溝
橋
事
件
記
述
を

「中
園
共

産
禁
謀
略
」
設
の
論
畿
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
て
以
来
、
そ
の
所
在
が
注

目
さ
れ
て
い
た
が
、
中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
毛
湖
岸
東
年
譜
』
中
巻

(
人
民
出
版
社
、
文
献
出
版
社
、
一
九
九
三
年
)
の
一
一
一
一
一
一
一
頁
の
注
に

こ
の
本
に
つ
い
て
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
不
詳
。

虚
構
橋
事
件
研
究
を
困
難
に
し
て
い
る
の
は
、
基
礎
的
資
料
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
に
も
よ
る
。
関
係
者
の
回
想
録
は
多
い
が
、
相
互
に
矛

盾
し
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
く
、
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
場
合
は
史
料

と
し
て
の
吟
味
が
必
要
で
あ
る
。
や
は
り
、
基
礎
と
な
る
史
料
の
褒
掘

が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
日
本
側
の
第
一
聯
隊
や
第
三
大
隊
の
戟

闘
詳
報
に
劉
癒
す
る
第
二
九
軍
、
特
に
金
振
中
の
第
三
倍
の
戦
闘
詳

報
、
ま
た
日
本
側
の
『
北
卒
陸
軍
機
開
業
務
日
誌
』
一に
封
感
ず
る
糞
察

政
務
委
員
曾
、
特
に
外
交
委
員
禽
の
記
録
な
ど
は
保
存
さ
れ
て
い
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
中
園
に
お
け
る
調
査
に
期
待
し
た
い
。

(
4
〉
古
量
哲
夫

「
日
中
同
戦
争
に
い
た
る
封
中
園
政
策
の
展
開
と
そ
の
構

造
」
(
同
氏
編
『
日
中
戦
争
史
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
、

一一一
J
四
頁
〉
、
江
口
圭
一
『
虚
溝
橋
事
件
』
(
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、

三
七
頁
)
、
秦
郁
彦
「
慮
溝
橋
事
件
か
ら
日
中
戦
争
へ
」
(
一
)
(
『
千

葉
大
皐
法
皐
論
集
』
第
九
巻
第
一
説
、
一
九
九
四
年
八
月
、
一
五

O

頁)。

(
5
〉
岡
野
篤
夫
氏
と
の
雑
誌
『
自
由
』
に
お
け
る
「
論
争
」
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
「
慮
溝
橋
事
件

・
日
中
戦
争
を
め
ぐ
る
岡
野
篤
夫
氏
と
の

「
論
争
」
」
(
『
近
き
に
在
り
て
』
第
二
七
銃
、
一
九
九
五
年
五
月
〉
参

照。

(
6
〉
第
三
大
隊
と
歩
兵
砲
隊
か
ら
な
る
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
坂
本
夏

男
氏
の
ご
指
摘
に
よ
る
。

(

7

)

拙
著
『
虚
溝
橋
事
件
』
(
研
文
出
版
、
一
九
九
三
年
)
参
照
。

(

8

)

花
谷
正
「
満
州
事
費
は
こ
う
し
て
計
宣
さ
れ
た
」
(
『
別
加
知
性
』

一
九
五
六
年
一
月
)
、
粟
屋
憲
太
郎
編
『
ド
キ
ュ
メ
γ
ト
昭
和
史
』

2

(
卒
九
社
、
一
九
七
五
年
〉
所
枚
。

(

9

)

中
園
園
民
集
中
央
委
員
曾
黛
史
委
員
曾
編
『
革
命
文
献
第
一

O
六

輯
慮
溝
橋
事
第
史
料
(
上
加
〉
』
(
中
央
文
物
供
癒
位
、
一
九
八
六

年
、
二
四
八
頁
、
以
下
『
虚
溝
橋
事
第
史
料
(
上
)
』
)
。

(
日
)
外
務
省
編
『
日
本
外
交
年
表
盟
主
要
文
書
』
下
(
原
書
房
、

六
年
、
三
六
六
頁
〉
。

(
日
)
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
七
年
七
月
九
日
、
夕
刊
。
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(立〉

『東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
七
年
七
月
一

O
日
。

(
日
)
防
衛
研
究
所
戦
史
室
編
『
支
那
事
幾
陸
軍
作
戦
〈
1
〉
』
(
朝
雲
新
聞

社
、
一
九
七
五
年
、
一
五
九
J
一六

O
頁)。

〈
日
比
)
外
務
省
情
報
部
編
『
支
那
事
繁
関
係
公
表
集
』
第
一
鋭
、
一
九
三
七

年
一
二
月
、
一
一
良
。

(
日
)
最
高
統
帥
部
『
北
支
那
作
戦
史
要
』
(
防
衛
研
究
所
圃
書
館
蔵
)
所

枚。

(
日
)
『
現
代
史
資
料
』
お
(
み
す
ず
昔
一
国
一
房
、
一
九
七
二
年
)
所
枚
、
原
本

は
防
衛
研
究
所
園
書
館
蔵
。
な
お
、
こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
「
産
溝

橋
事
件
の
ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
ー
」
(
支
那
駐
屯
歩
兵
第
一
聯
隊
戦
友
禽

誌
『
支
駐
歩
一
舎
々
報
』
第
一
一
一
説
、
一
九
八
七
年
、
四
五
頁
)
、
「
時

々
刻
々
に
記
録
さ
れ
た
」
(
秦
前
掲
論
文
「
慮
溝
橋
事
件
か
ら
日
中
戦

争
へ
」
〈
一
〉
、
一
五
二
頁
)
も
の
と
の
評
債
が
あ
る
が
、
こ
の
文
書

は
タ
イ
プ
印
刷
の
も
の
で
事
後
に
情
報
の
取
捨
選
揮
と
整
理
が
な
さ
れ

て
い
る
も
の
と
受
け
と
め
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
ロ
〉
秦
徳
純
「
「
七
七
」
事
獲
紀
貧
」
(
『
極
東
図
際
軍
事
裁
判
門
速
記
録
』

第
三
一
鋭
、
一
九
四
六
年
七
月
一
一
一
一
日
〉
。
な
お
、
同
「
七
七
薦
溝
橋

事
興
経
過
」
(
『
俸
記
文
皐
』
第
一
巻
第
一
説
、
一
九
六
二
年
六
月
)

と
の
問
に
は
、
記
述
上
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。

(
路
〉
『
華
美
晩
報
』
一
九
三
七
年
七
月
一
七
日
(
中
園
鼠
民
議
中
央
委
員

曾
黛
史
委
員
舎
編
『
革
命
文
献
第
一

O
七
輯
虚
溝
橋
事
獲
史
料

(
下
朋
)
』
中
央
文
物
供
藤
社
、
一
九
八
六
年
、
一

O
九
頁
)
。

(
m
U

〉
『
慮
溝
橋
事
繁
史
料
(
上
)
』
、
一
一
九
頁
。

(
初
)
同
前
書
、
一
二

o
l--一
一
頁
。

(
幻
〉
同
前
書
、
二
一
五
頁
。

(
泣
)
曲
氏
に
よ
っ
て
批
剣
の
封
象
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
井
上
清
、
藤
原

彰
、
江
口
圭
一
、
秦
郁
彦
、
坂
本
夏
男
、
岡
野
篤
夫
、
葛
西
純
一
そ
れ

に
安
井
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
虚
溝
橋
事
件
に
つ
い
て
専
論
の
あ
る

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
日
本
人
研
究
者
と
い
っ
て
よ
い
。

(
お
)
安
井
前
掲
論
文
「
慮
溝
橋
事
件
の
イ
メ
ー
ジ
|
|
中
閣
の
場
合
、
日

本
の
場
合
|
|
」
参
照
。

(
U
A

〉
「
産
溝
橋
附
近
戦
闘
詳
報
」
(
以
下
、
「
第
一
聯
隊
戦
闘
詳
報
」
、

『
現
代
史
資
料
』
口
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
五
年
、
三
四
三
頁
〉
。

(
お
)
支
那
駐
屯
軍
司
令
部
『
昭
和
十
一
年
度
北
支
那
占
領
地
統
治
計
査

書
』
昭
和
一
一
年
九
月
一
五
日
(
防
衛
研
究
所
園
書
館
蔵
〉
。
こ
の
文

書
に
つ
い
て
は
、
永
井
和
「
日
本
陸
軍
の
華
北
占
領
統
治
計
董
に
つ
い

て
」
〈
京
都
大
泉
人
文
科
皐
研
究
所

『
人
文
皐
報
』
六
四
説
、
一
九
八

九
年
三
月
)
参
照
。

(
お
〉
前
掲
『
現
代
史
資
料
』
ロ
、
三
三
八
頁
。

(
幻
)
秦
郁
彦
『
日
中
戦
争
史
』
(
河
出
書
房
新
位
、
一
九
七
二
年
、
一
六

四
頁
)
。

(
お
)
こ
の
特
'を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て
は
、
江
口
圭
一
『
虚
溝
橋
事
件
』
、

坂
本
夏
男
『
虚
溝
橋
事
件
勃
援
に
つ
い
て
の
一
検
詮
』
、
安
井
三
吉

「
虚
溝
橋
事
件
に
関
す
る
い
わ
ゆ
る
「
中
園
共
産
黛
計
蜜
」
設
|
|
坂

本
夏
男

『虚
溝
橋
事
件
勃
裂
に
つ
い
て
の
一
検
詮
』
に
よ
せ
て
|
|
」
、

坂
本
夏
男
「
江
口
圭
一
著
『
慮
溝
橋
事
件
』
に
射
す
る
所
見
」
、
江
口

圭
一
「
慮
溝
橋
事
件
小
論
|
|
坂
本
夏
男
氏
の
所
論
を
め
ぐ
っ
て
」
な

ど
参
照
。

(
m
m

〉
(
支
那
駐
屯
〉
軍
主
任
参
謀
起
案
「
宣
停
計
蜜
(
俵
定
〉
」
一
九
三

七
年
七
月
八
日
(
防
衛
研
究
所
圃
書
館
蔵
)
。
こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
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永
井
和
「
麓
溝
橋
事
件
に
関
す
る
一
史
料
」

七
年
四
月
)
参
照
。

(
却
〉
今
井
武
夫
『
支
那
事
漢
の
回
想
』
(
み
す
ず
書
房
、

六
J
八
頁
)
。

(
況
〉
同
前
書
、
八
頁
。

(
ロ
)
同
前
書
、
一
一
一
具
。

(
岱
)
同
前
書
、
四
五
頁
。

(
引
品
)
坂
本
夏
男
『
虚
溝
橋
事
件
勃
震
に
つ
い
て
の
一
検
詮
』
、

(
お
〉
同
前
書
、
一
一
一
一
一
J
三
四
頁
。

(
お
)
「
清
水
手
記
」
(
秦
前
掲
書
『
日
中
戦
争
史
』
、
一
六
六
頁
〉
。

〈
初
出
)
江
口
圭
一
『
虚
溝
橋
事
件
』
(
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
一
九
八
八

年
、
二

O
頁
〉
。
ま
た
、
秦
郁
彦
氏
も
同
じ
く
「
第
二
九
軍
兵
士
設
砲
」

設
(
「
現
場
大
隊
長
が
明
か
し
た
貴
重
な
設
言
」
『
中
央
公
論
」
一
九

八
七
年
二
一
月
〉
で
あ
る
が
、
第
二
九
軍
の
抗
日
意
識
の
高
ま
り
と
の

関
係
を
重
親
し
、
「
中
村
祭
氏
へ
の
反
論
謙
虚
な
昭
和
史
研
究
を
」

〈
『
諸
君
』
一
九
八
九
年
一
一
一
月
、
二
二
一
一
良
)
で
は
、
数
科
書
と
し

て
は
「
偶
凌
(
つ
ま
り
犯
人
不
明
〉
と
し
て
お
く
ほ
か
な
い
」
と
し
、

ま
た
、
最
近
で
は
「
そ
の
渓
砲
者
は
単
に
ナ
シ
ヲ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
抗

日
敵
意
に
燃
え
た
兵
士
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
沈
仲
明
の
よ
う

な
中
園
共
産
黛
の
秘
密
黛
員
な
い
し
シ
ン
パ
が
混
じ
っ
て
い
た
可
能
性

も
あ
ろ
う
」
(
「
慮
溝
橋
事
件
の
再
検
討
」

E
、
三
一
一
頁
)
と
し
て
、

中
園
共
産
業
と
の
関
連
に
注
目
し
て
い
る
。

(
お
〉
こ
の
黙
に
関
連
し
て
、
古
屋
哲
夫
「
日
中
戟
争
に
い
た
る
劉
中
園
政

策
の
展
開
と
そ
の
構
造
」
、
江
口
・
幸
二
『
虚
溝
橋
事
件
』
、
安
井
三
吉

『
慮
溝
橋
事
件
』
が
、

「丘
二
名
行
方
不
明
」
か
ら

「不
法
射
撃
」
へ

(
『
史
』
六

一
九
八

一
九
六
四
年
、

一
二
頁
。

の
縛
換
の
意
味
を
重
視
す
る
の
に
濁
し
て
、
坂
本
夏
男

「
江
口
圭
一
著

『
盛
溝
橋
事
件
』
に
謝
す
る
所
見
」
、
秦
郁
彦

「虚
溝
橋
事
件
か
ら
日
中

戦
争
へ
」
は
、
牟
田
口
聯
隊
長
が
第
一
に
問
題
と
し
て
い
た
の
は
「
不

法
射
撃
」
の
方
だ
っ
た
と
い
う
見
解
を
と
っ
て
い
る
。

(

ω

)

「
遭
溝
橋
事
件
一
周
年
回
顧
座
談
曾
」
(
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
一
一

八
年
六
月
三

O
日)。

(
川
副
)
長
津
達
治
編
『
董
溝
橋
事
件
に
於
け
る
支
那
駐
屯
歩
兵
第
一
聯
隊
第

三
大
隊
戟
嗣
詳
報
』
(
油
印
版
、
や
ま
ざ
き
印
刷
部
、
一
九
七

O
年、

一
八
頁
。
タ
イ
プ
印
刷
版
、
石
川
タ
イ
プ
印
刷
所
)
。

(
日
出
〉
安
井
前
掲
室
田
『
虚
溝
橋
事
件
』
。

〈
必
〉
「
麓
溝
橋
事
件
の
回
顧
」
(
『
倍
行
祉
記
事
』
一
九
四
一
年
七
月
、
五

三
頁
〉
。

(
日
制
)
永
井
和
前
掲
論
文
「
麓
溝
橋
事
件
に
関
す
る
一
史
料
」
(
『
史
』
六

一
二
、
二
四
頁
〉
。

(
H
H

〉
「
麓
溝
橋
事
件
一
周
年
回
顧
座
談
曾
」
(
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九

三
八
年
六
月
二
八
日
J
七
月
八
日
〉
、
今
井
武
夫
「
産
溝
橋
事
件
勃
設

の
員
相
」
(
『
話
』
一
九
三
八
年
一

O
月
〉
、
牟
田
口
廉
也
「
産
溝
橋
事

件
の
員
相
を
語
る
」
(
『
大
陸
』
一
九
三
八
年
七
月
〉
、
寺
卒
忠
輔
「
麓

溝
橋
事
件
の
員
相
に
就
い
て
」
(
日
本
工
業
倶
楽
部
『
曾
報
』
一
九
一
一
一

八
年
八
月
)
な
ど
。

(
必
〉
野
地
伊
七
「
事
愛
護
端
の
恩
出
」
(
『
借
行
社
記
事
特
報
』

一
九
三

八
年
七
月
)
、
一
木
清
直
「
重
溝
橋
事
漢
の
経
緯
」
(『借
行
社
記
事
』

一
九
三
八
年
七
月
)
、
「
産
溝
橋
事
件
の
回
顧
|
|
支
那
事
第
四
周
年
記

念
座
談
舎
」

(
『
借
行
社
記
事
』
一
九
四
一
年
七
月
〉
な
ど
。

(
M
W

〉
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
縞
『
第
三
眉
近
百
年
中
日
関
係
研
討
曾
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論
文
集
』
下
加
、
一
九
九
六
年
〉
。

(
円
引
)
陳
在
俊
「
日
本
田
技
動
慮
溝
橋
事
件
的
良
相
和
背
景
」
(
『近
代
中
園
』

第
四
一
期
、
一
九
八
四
年
六
月
)
、
同
「
慮
溝
橋
畔
的
黙
火
者
|
|
茂

川
秀
和
」
(『近
代
中
園
』
第
四
二
期
、
一
九
八
四
年
八
月
〉。

〔
迫
記
〕
本
稿
提
出
後
、
慮
溝
橋
事
件
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
二
つ
の
重

要
な
著
作
と
資
料
集
が
刊
行
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
秦
郁
彦
『
虚
溝
橋
事
件
の

研
究
』
(
東
京
大
皐
出
版
舎
、
一
九
九
六
年
一
二
月
)
で
あ
る
。
本
書
は
、

秦
氏
の
虚
構
橋
事
件
研
究
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
大
著
で
あ
る
が
、
そ
の

中
心
部
分
は
、
同
氏
の
論
文
「
慮
溝
橋
事
件
の
再
検
討
」
と
「
虚
溝
橋
事
件

か
ら
日
中
戦
争
へ
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
註
の

(

2

)

、
(
4
〉
、
(
日
)
、
(
幻
〉
、
(
お
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

い
ま
一
つ
は
、
遼
寧
省
檎
案
館
・
小
林
英
夫
編
『
満
銭
と
虚
溝
橋
事
件
』

全
3
を
(
柏
書
房
、
一
九
九
七
年
一
月
〉
で
、
遼
寧
省
楢
案
館
所
臓
の
「
満

鍛
本
社
の
未
公
開
資
料
」
に
小
林
英
夫
氏
が
解
説
を
加
え
た
も
の
で
、
虚
構

橋
事
件
勃
設
か
ら
約
一
か
月
聞
の
瀬
銭
の
関
連
資
料
で
、
満
銭
各
機
関
と
支

那
駐
屯
軍
、
関
東
軍
と
の
聞
で
や
り
と
り
さ
れ
た
電
報
類
を
も
含
む
。
そ
の

内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
中
閣
に
は
日
中
戦
争
時
期
の
日
本
側
文
書
が
大

量
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
も
興
味
深
い
。
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